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　　　　　　　刊行の言葉

　国立国語研究所は，国語の合理化の確実な基礎

を築くために，墓本語彙を選定し，現代標準語辞

典を編修することを目標の一つとしている。この

ため，第1部第2研究室では，書き言葉を中心と

して語彙調査を行っているが，その準備的作業と

しての新聞語彙の調査がまとまった。ここに「国

立国語研究所資料集Jの第2器として刊行する。

　この仕事は，主として所員林大と所員斎賀秀夫

の担当したものであるQ

　　1952年2月15日

　　　　　　国立国語研究臓西尾　実

も
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はじttめ昌に

即興舞と・て軍語は・5・と、ち聯的麗のと胃焔で塑ろρ・それ

轡型諏ど培うな鞭瑚づゆ解い頚附語の繰はど9よう

紬のかというと・そ熊舩下節るや脳の醗肇叶芦些よ
Xne現在の辮騨雑誌に普通に現われる鱗磨あ・て国語辞書式に見1瑞すこ

との繊來ないものを挙げるとした、ら，それは易々たることであろう。

　もちろん，現代語に用いられる空押のすべてを講ずことは決して容易では

恥襯繍臆欄噺縫で轍立て妨聯の辮恐らく．啄大変

蕊の働ろS・ゆ辮圃i語の咋恥興研の生瀧と廷は蝉
欠くこ煮の’瞭な四四あれ両州ほどでな蝿のも齢・ろし理代語

醐㊥描あら稿鞠鶴傭！鱗←て・しかもゆれ纏眺僻、
の聾度に応じて・それらを序列すること酬來妨⑳紳ゆ門生≠君

の上で非常に役立つに違いない。

わ滑れは・獄隷勢州禅1灘ρい判型醐かICしやと努め
ている。すなわち基本語彙の選走が予箆される。そうして，方嘗語彙その他

の調査と早まって一療の評語の標準性を明かにし，その成果は將來，標準語

辞典という形で現わしたいと考えている。

　このような語彙調査は，しかし，語彙調査の方法論が確立せす諮彙論朗研

究の充分進んでいな悟現段階では，いろいろの難園が横たわっている。われ

われとしては，その難関の一つ一一つを切Pl　Ili／litけて行かなければならない。そ

のための試みとして行ったのが，この新聞語彙の調査である。

　新聞語彙の調査ど言っても，現代の新聞にどん激語彙が行われているかを

明かにすることが同的ではな㍉㌔「現代語の語彙調査を大じかけに展開し，語

彙論的研究を進める土台として，そのための調査資料に新聞を選んだのであ



　L｝

る。従って，新聞は1種に限り，しかも，ある1か月間だけに限って全数調

査を行った。そうして得られた成果をまとめたのが本書である。

　本書の主要部分をなすのは，ある1か月間の新聞に現われた違った種類の

軍語について，その繊現度数を明かにした語彙表である。そうして，この語

彙表が得られるまでの調査の手続きを明かにすると共に，語彙表の作成に俘

って試みた迩くつかの分析を附け加えた。

　新聞語彙については，朝欝新聞：東京本瀧が昭和窪4年に行った1．か年間の

朝周新聞の語彙調査がある。（活字使用度：数調査熟語使朋1斐数調査として昭

和25年に刊行。）われわれの研究所で行った調査は，語彙調査の方法論の

ための試みであるけれど愚，朝欝新聞肚の語彙調査と照らし合わせて用V・る

ならぽ，新聞語彙の実瓶をとらえるのに役立つであろう。

　われわれは，この新聞語彙の調査から得られ允数kの経験と見逓しとをも

って，現代語の短身語彙を明かにする允めに，更に進んだ段階の調査にすで

に取夢かかってV・る。

霧霧海襲岩淵悦太郎

＃
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1．調査の目標と調査の対象

　この調査は，ある1種の新聞について，1．か週間には，どれほどちがった

種類の語が用いられるか，それぞれの語がどれほどくりかえし用いられるか

を知ることをおもな陶標としたものである。そのために，調査の対象とし

　　　　　　　　　　　　ぼて，朝臼萩泰東京本趾最終版の昭湘2腕三6月3、日から6月30iヨまでの1．か月

聞の全紙面をとウあげ允。

　　（1）理数調盗を試みたのは，標本調査の：方法に慣章もなかったことと，標

　　　本調査と比較してみたい考えがあったからである。

　　（2）／か月間を区切ったのは；昭和24年度の作業として繰作可能（予算

　　　と作業能力の点で）のカード枚数が約22万枚と考えられ，それがほぼ新

　　　聞1か月間の全紙面における語：彙量に当ると予測されたからである。

　　（“t’））6月の朝日新聞を選んだのはS計画の時期に，この月ならば毎日数

　　　部すつ確実に準備できるという兇通しがあったからである。

　ただし，全紙面といっても，次のものは，採集の対象から除外した。

　　（の欄外（題号もふくめて）ii蓋部

　　（2）手掌欄全部

　　（3）特鯛の欄（たとえば株式欄，ラジオ番組欄，スポーツそρ）他催し物

　　　の遍耕鋤など全部）

　　（4）各種の表の一部（たとえば，人享異動欄や，スポーツ，麟碁，將棋

　　　欄または調査報告などの欄で，喪章とは別にそれだけ摘げられた固有

　　　名詞や数字）　　　　　　・

　紙面から採集するものは，いわゆる自立諮だけで，助詞・助動詞はとらな

いこととした。ただし，助詞のうち，「など，だけ，まで」などの副助詞，ま

た助動詞といわれているもののうち，　「よう（だ），そう（だ），ごとき」な

どは，形式名詞や接辞との比較のため，採集することとした。ζの調査翠位
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の切piとPl　’h一の細かな点については，後に述べる。

　探集したカーードのうち，囲有名詞と本数詞は，毎臼およびfか月間の総使

忌数のみ齢ぼし以後の鯉・分祈の対象からは除外瞳・ただし・、こ

れらの語に附属している接辞灼要素（接頭1辞。接尾辞・助数詞）1ま，すべて

と］1あげることとした。

2．調査軍位の切りとり方

　請彙調査の面提には・昂副査軍位認定の問題がある。日本語における軍位認

定の樋は・丈法もしくは1｝曝露跣旨いて・撫諦議さ・1’しているけれど

も，現代の…輿料に：もとづV・て実際に調彙調査をしょうとする二合に，従来の

研究成果をそのまま利絹するのでは，躍位が例外なく識翅1できるような規準

をうちたてることは，すこぶる困難である。現在に：おいては，この問題は，

語彙調査の髄提であるとi司縛に，また調彙論研究の一つの到達欝標でもある。

したがってわれわれとレては，趣とます大まかな三位認定の規準を設け，そ

れに従ってカードの採集，墜二等の作業を進義），もし築三の用法上不都合な

例に当爾することがあって竜，その正写は，できだるけ作業二二後にまわす

とV・う：方針をとることにした。このような考え：方にもとづいて，その親準と

して，プリン1・「見配し語⑳品位のte　J｛かた一1（1餌9．1｛｝コ5）を作成した。

（このプリントはカード探集の作業謝に酎布するためのものである。）その

要綱は，以下に示すとお）1である。

G）カnyドに見出し語として編げるものは，一期として脳ζ節」を最大の箪

　位とする。　　　　　　　　　　　．

　　これは「附属語」をその臨離の膚立語とともにi枚のカードにとるとh

　うことであって・それは～ます「竿立語」の露訳当面の調益対象としなが

　らも，カードの取扱い方によってはr附属語」をも槍討しうるようにした

　ものである。（「文節，附属語，．自立語」という溺語は文部省著作「巾等文

t



藪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝一t

　法」の例による。）　　　　　　　　～

（1）“）い躍）ゆる形式名詞・補助駕嘗の類も，独立した塗絵をなすものとして，

　独立めカーwドにとる。

形式名詞一以下の例のように直訴の語から切9離す。（1は切れ口を示す）

　　　慮らi考える1ことを｛しなV・。

　　　それがli歎える；ものは1何か。

　　　旗重にi考えた1上で1行うべきだ。

　。上例の語のほかに，形弐℃名詞と認めたものには，次のよう1な語がある。

　　　以上，うち，かぎり，他，海め（為），点，時，ところ，中（なか），場

　　　倉，　　は＝タ（筈），　　まま，　　ゆえ（、牧），　　母）1づト（訳）　　　etc．

　O「中等1交法」で副助詞として挙げている

　　　ほど，ばかり，　くらVb（ぐらV・），だけ，など，まで，のみ

　　同じく助動詞として挙げている　　　　　　　　　　’

　　　よう（だ）　そう（だ）

　　　ごと（し）一一（文語）

　　などは，かPl　lic形式名詞とi司じような扱V・をして演葡の語から：切離す。

　・なお，、形式名詞の中でも，次の例のように，いつも直前の語と一一つづき

　　に用いられるものは，直前の語とその語との間にそれぞれ結びつく方向

　　につなぎのしるし（一）をつけておく。

　　　iその十後1，1その十他1，「その十ものi

補助用言一形式名詞と1司じく軍独にか一ドにと為。　、

　　　面倒麹・かけて瞳重・まがってi｝磁・．、変って晩一f”・．行って

　　　1みる，婁いて1しまう，分けて／おく，話して1．　bらっしゃる，聞

　　　いて｝ください，おでかけに｝なる1　（以上補助動詞）　　　　　　．

　　　本で1塗竺・おもしろく｝准｝今　（以上締助形容詞）

（r，）複合語は，原則として分舗するg
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　箪純な構域の語であるか，複合した語であるかの判定は，常にはっきb

した規準とhうものが立てにくい。しかし，これもなるべく形式的に分翻

する。　（たとえぽ，漢語名詞の複合の場合，その語を構成する漢字の字数

を基準としたことなど。）ただし，見出し語としては，それが複合語の要

素であることがすぐ知られるように，前または後につなぎのしるしをつけ

て旧く。

複合名詞

Q二字の字書語が二つ以上連なった場合，および，これに準ずる場合は切

る。

　　高和一1一会議，前提十條件，肉三十自身，会計十年度，刺：共晶両党，

　　中央十地方十財政・少年十犯罪÷検挙十週間・法文経1一三十五番

　　一1一教室，

。ただし，　嗣：，共両党」「経，文両学部」などのように，間に「てん」

　がある場合には，

　　刷＝，十共十両党，経，ヨー文十両一攣部

　などのようにそれぞれ切砂離す。

o字音語で，2字十］字十1，宇という官爵の語のうち，次のようなものは

　上に準じて切る。ただし，つなぎのしるしのつけ方を変えて，上のもの

　とは区別する。　（あとの2字が，一一方で，すでに熟した用法をもってb

　るからである。）

　　経済一1　：局一長，　所得一1＝if；一額，　青年一1暗掛員，　美術十皮一家，

・ただし，i次のようなものは切らないで，全郵エ枚のカ…ドにとる。

　　こ工二揚一主一蓮，　気管一支一：炎，　専門一家一用

Q字書語で1字十1宇十2字という構域の語のうちタ次のようなものは・

　2字十2字の六合に準じて切る。

　　一大十特徴，　中小＋業者
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・－ P字の字嘗語が蓮なった1語は，便霊上複合諮と考え＄に，一枚のカt一・ド

　にとる。　（したがって，間につなぎのしるしもつけない。）

　　仙髄・　新築，　旧友，　親「L　悪童）　了iゴ町村，　都道府縣，

。いわゆる接頭語，接尾語（あわせてぜ妾辞とよぶ）の類は，それのついた

　語とともにコ，枚のカ■一一ドにとって1潟につkぎのしるしをつけておく。（接

　辞は整理にあたってサブカードをつくり，別に葉翻することにした。）

　　組合一員う　研究一，所，　中国一入，　合理罐訂1

　　新「国家・　IR…政府・　遡一効果・　不一合理｝　対一一一南米

　　溝息一筋，　小豆一大

　　前一学校一長，　総一選挙一後

03字以上の字虚語でその構成が畢純でないもの（つ数ぎのしるしをつけ

　るべき位置が明らかでないもの）は，そのままひとつづきとする。　（つ

　なぎのしるしもつけづ㍉　したがって，後でサブカードに：＄とらない。）

　強窃盗，　官公吏，　公法人，　停退学，　与野党

　暴風雨，　高速度，　向々車，　不動藤

　不’可能，　不可抗，　不可分ダ　不可解

　官国幣祠：

・次の例のように，もと晶詞を異にするものどうし，および用言と罵言が

複合した名詞は三原則として一一？■’のカP・ドにとるG　（つなぎのしるしは

つけておく。）

　雷一切り，　裏一切動　　撰一どP，　練酒一づくり，・　（自認＋動詞）

　冷レコーヒー，　沸え一湯，　にぎ砂一飯，　遊び一友だち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（動調＋名詞）

　見一殺し，　着一つけ，　育ち一盛）1，　as　）O　一つぶしs　行き一過ぎ，

　や砂っ一ぱなし，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鋤詞十動詞）

　だだ一事，　しっかPl一掬，　　　　　　　　　　　　　（副詞十名詞）
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　　　複合用言
t’

@　　も原則としてそれぞれの部分に切り，つなぎのしるしをつけておく。

　　　　　選び1－1一出す，　櫓：え一1一一つける，　守砂一1一通し一1一うる，（動詞＋動詞）

　　　　　見十にくいダ　待一｝一旧い，　聞き冠一にくい｝　読み一｝一やすい，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（動詞＋形容詞）

　　　　　近十つく，　遠十のく，　短か十すぎる，　　　　　（形容詞十動詞）

　　　　・ただし，次のような複合用言は，切らすにひとつづきのものとすろ。

　　　　　名づける，　指一さす，　　　　　　　　　　　（名言司＋動詞）

　　　　　息一苦しV・，　後一計V・，　カー強い，　心地一よい，　　（名詞＋形容詞）

　　　　。サ行変格の複合動詞は，原則として，　rする」とその直髄の語とを：！”　）r

　　　　離す。

　　　　　蓬動弄する，　研究噂する，・繊略縛する，　　　　　（漢語十する）

　　　　　　うわさ十する，　手早い幽する，　ぴっく9十する，’（和語十する）

　　　酸だし，次のようなもの繭らない。

　　　　　愛す為　　熟する，　辞する，　訳する，　害する

　　　　　察する，　達する

　　　　　物する，　移する，　くみする

　　　　　　　　　（以上，「する」の直前の語と「する」との闇に，係助詞，たとえば

　　　　　　　　　「は」をさしはさみ得ないと認められるもの）

　　　　　案ずる，　信ず罵る，　禁ずる

　　　　　重んずる，　軽んずる

　　　　　先んずる，　そらんずる

　　　　　　　　　（以上，「する」が蓮濁しているもの）

　　　調査鎖病のきJe：方ts　」お為むね以上の通）1　’cif’あるが，これに従った切ρ：方

　　の実例を以下に示す。

“
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例1）当面の1聞題は｝何より1視制の1盤備と1労働十不安の1除去

　　lttほって1経済十財政一｝一年全一化の1暴礎を1築くleとだ。

　　　　　（この：文からは15枚のカードができる）

例2）iE，放の｛解除は1経済十樗建と1いう｝急務の｝ために1ます1

　　経済一人を1先に1し，1つV・でi政界一人に1及ぼしたい。

　　　　　（この文からは14枚あカードができる）

3．記事の種類分け

　新聞の寵；事溺が」，その語彙論的弓系にどのような関係をもつか，また薪聞

紙颪から標本をぬきだすとすれば，記事別にどのような重みを考慮すべきか，

などの問題を考えるために，あらかじめ対象となる新聞の全記事を次のよう

にAからKまでの十種類に分けて，それぞれの語につき，詑事別にも使規度

数が調べられるようにした。

　A．政経・…政：治，法律，経済，労｛動のシ認事，解論座談会，超：論調査

　　　　　　　（：主として第一爾に：現われるもの）

　B．渉外・…渉外詑；事，外国の記事および外国（四駅）文でなされたHm一一：切

　　　　　　の寄稿｝外国の解論，座談会　　　　e

　C．；事件・…　灘会，犯罪の詑；事，座談会，世論調査（主として第二面に現

　　　　　　われるもの）

　D．文化・…學術，教育，宗教，文化事業の記事，批評で，寄稿でないもの

　E．娯樂・…スポーツ，芸能の記事，批評で，霧稿でないもの

　F．生活・…配給，気象，催し物，ラジオ；番組などの通告（便肯上耽告も

　　　　　　ふくむ）

G．肚説，コラム（朝爾新聞の揚合はヂ天声人語」「青鉛筆」の欄）

　H．投書・…（朝寒新聞の揚合は「声」の欄）
　　　　酵

　1．寄稿・…筆者力糊本文で黒したもの
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　J．創作・…小論，詩歌，漫画

　K．広告

　上の詑事分類は，　「日本人の読み書き能力の調査」（リテラシイ。テス1・

1948）で資料の準備（フ）際に考えられた分凱献び朝郵1辮鰍月擶改善委貞．

会の「新聞丈：章の研究」　（1．9，　t9）にとられた分類を参考にして定めた。　（こ

のうち広告欄に現われる語は，調査対象から除外した。）なお，整理，集計

にあたっては，上の10種類を次のように：6種類にまとめることにした。

　　　　　政　経

　　　　　渉外

“　　　；事　件

　　　　　文化儀集　　　　　’
　　　　　　　　t酷

　　　　　コラム（tfL’it・天声人語。青鉛筆）

　　　　　寄稿／馨蔦

　　　　　　　　t創作

　「文化，娯樂，通制をあわせたのは，各襯事の分量が少ない旋めであ

り，　F投書・旧稿s翻作」をあヨ）せたのは，どれも新聞記者以外の手になつ

fe　gのとしてである。　（これらの記購の全紙面に占める割合については，つ7

ぺ幽ジ参照。）

4。作業の経過

a．　カードの採集

　対象となるすべての語を所愛のカードに，所定の方式k従って記入し，総

計，約24万枚のカt一・・ドを探征した。



1．’1．

回向作業は研究所外の筆生に委託した。はじめに作業の手引としてプリン　e

ト「語彙カードの採砂方」および「二二し語の軍記のき）1方」を与えて指導

“カードの檬式

〔見i韻し語欄〕

一i〔用例欄〕

備1
考i
魍　i

　　l　　　o

〔記纂鴉欄〕

〔禺典欄〕

・・…… ﾍ二線，　　○は穴を示す。

〔　〕の中はそれぞ冴しの欄の名穗。

艇es探集カードの記入例

　一しiたが腫
ココココロひヒのまマ　ほロコ　　　ココ　ロほコ　ロほ　ロ　ロ　　コ　ロ　　　ヨ　の　ヒ　ギ　ロリロ　コ　コ　ロ

　　　情樗蘇恥～。効。眼
　　　i研げ・が！榊～語，！・

　　　i　　　　朝fl綱魯24、6．4，づ‘金｝

　　　；　　　○

○用例欄では，見働しにi隅げた語にアンPt“　・一ラインiOittした。　「～」は，その藷に

　直接隣係のないものとして雀略した部分を泳す。

○出典欄の略号のうち，　「24・6：4」は鍛年6月4日．付であること，1－5ほ第1

　面の5段目にあること，（金）はその記事の見出し：文，すなわち「金融を緩和

　青木長官談」の最：初の文享を示したものである。

○記事籾欄には，それぞれの記事の種類を示す符号を，二二後に別に用意したゴム｛／

　印で入れた。寵事の分類およびその賂号については，3．三三の種類分げの項

　　（9ページ）を参照されたい。
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した上で作業にあたらせた6作業上疑間を生じたときは，各自の独断で処理

させすに，かならナ所貞もしくは祈内で特別に訓練した臨時筆生に連絡して

その獅に従わせた・締採集したカードにつ調ての燃と枷強所員と

臨時筆生とが，これにあたっ陀。

　　（探集作業に要した期間は，昭湘24年9月221三1から2δ年2月1引目までで，

所要の配員ぼ，所員のほかに，臨時筆生4名，灰外委託者％名である。一

以下作業に要した期間と人員は，それぞれの作業ごとに（　）の中に略記す

ることにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

b．採集カードのi整理・集計

　　（1）i整理の準備

　探集すみのカード約盤万枚lfCついて，点検，補正し，別に定めた記事別の

符号を各カードに記入した。これは，鍛年度末にすでに着手していた作業で

ある。なお，30日閥の全紀事について，その記纂別，、カード枚数を一覧でき

るように記事別台帳を作った。　　　　　　（2．20～虫12，臨時筆生4名）

　　（2）カードの分類

　探証したカード全部を，ます，1．無活用語（3を除く），2．活用語，3a．固

有名詞，3b。数詞の四つに分類し浸。　　　（t．13～5．31．臨時筆生5名）

　　（3）五十音順による排ダ野

　（2）の1。無店用語と2．活用語とあカード（約20万枚）を，それぞれ旧ご

とに五十蕎：順に並べた。　　　　　　　　　（5．1．～6．2K．臨時筆生10名）

　　（4）接辞サブカe・一ドの作成と排列

　（2）で分類され滝全カードを山偏しつρ・接辞的面分を別のカードに書き

ぬいて，総計約4万枚のサブカーードを得た。これを4a．接頭的部分シ4b．接

聡的追分（助数詞を除く），4C。助数詞の転記に分けて，それぞれ五十昔順に

e並べた。　　　　　『　　　　　　　　　　（6．26～7．語．臨隠筆生10名）

　　（の集計カードへの認入と集計



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ3

　五十音噸に並べ絡つた，1．無活用諮，2．活用語，4a．接頭辞，4b．接尾辞，

4C．助数詞のカ…ド（今かりに採集カードと呼ぶ）約24万枚につV、て，語ご

との使用度数を，i：1ごとに，更に1Hの中で詑集易llに，数えて，別に用意し
　　　　　　　　みる　　　　　　　　　　　　ゆノエる

た集計用のカードに記入した。記入が絡つた後，もとの採集カードと集計用

のカ・…ドとを読合せながら，これまで］：1ごとにi整理されていた採集力…ドを

語ごとに集結した。　　　　（7．17～9．16．臨時筆生6名，所外委託／9名）

　　（6）集計力t一一ドの点楡と排列

　（のの集計では，まだ，仮に定めた軍位に器けるそれぞれの語について，

それが堆独に胡いられる揚合，複合語の都分になっている揚合などで，捌手

の集計カードに記入されているので，一つの語ごとに，それらをすべて合算し

た集計の親カードを作ウ，もとの集計カードは子か一ドとして，上部に赤い

線を引いて明らかにした上，親カードの後に一一一括した。　（もとの集計カード

，がそのまま親力・一ドになって，予カードを持たないものも，もちろんある。）

なお，この際，改めて五十音順の排列に槍討を謂えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（g．】．8　～　10．16．　1躊鄭寺虚心セ盤三5』名）

C．語1：彙表の作域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

　　（1）語彙表の作域：の準備

　集計カードは，潟ごと記豪別ごとの細郵にわたる記入があり，一つの台帳

の役隣を持つものであって・かつ形の上でもその後の作業に不便なので，助

に簡箪な形式の，度数のカ・・一・ドを作った。これは，集計の親カードごとに，1

集計されている，その語の総使用度数と総使肌1数とのみを写しとったもの

で，全用語を使用疫数順に並べる際に用いられ，またその後の各種の分析に

も役立てられた。　　　　　　　　　　（必．17～：U．埼．臨蒔筆生6名）

　　（2）：五十晋順に：よる語彙表

　集計カードを台帳として，語ごとの，調査期間の全体を通じ七の総使用度数

と総三三欝数とを記した語彙表を，b（ののそれぞれあ郡類について作った。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1⑪．31～蓬1．29．臨fl寺筆生5名）

　　（3）翌月」度数1績による語彙表

（1）の度数のカードを使って，1．無職麟置1と2．活用語，4a．接頭辞，4b．接

尾辞，4c．助数詞につき，それぞれ使月」変数順に語彙表を作った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11．22～12．15．臨時筆生5名）

　以上の作業の成渠として得られた語彙表は，次の通Plである。

　（1）使用度数順による語彙表

　　（a）　無活用語の部

　　（b）　動詞の部

　　（C）　形客詞の部

　　（d）　接頭辞の部

　　（e）　接尾辞の部

　　（f）度数100以上のものにつき，以上の各部を総合したもの。

（L））五十昔順による語彙表

　（a）　無活用語の部

　（b）動詞の部

　（C）　形容：詞の部

　（の　接頭辞の部

　（e）　接尾辞の部

　（f）助数詞の部

（り）の表では，参考のため，

（語種の数）

　1，，　1826

　　L）035

　　　3L）tt

　　　2エ4

　　　51．1．

　　　L，03

（総使用度数）

　］．Ll，　8500

　　5，　2333

　　　tlt一）73

　　　536S　一

　　1，98藁0

　　1，　11L14

　　　　　　　　　　　　　　それぞれの部に属する語種の数と総使用変数

とを附記した。圃有名詞と数詞については，語ごとの整理をしなかったため

その語種の数はわからないが，その使用度数は次の通りである。

　　　罎有名詞　　　　　　　　2，3磁1

　　　数　　　　詞　　　　　　　　　　　　　　コ．，4229

，



　1．S

　なお，無液用語については，さらに次のような種類を分け，それぞれ甥表

を作った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（語種：の数）

　a王．漢語の部（漢三三五十七二jlk‘）　　　　　　　　　　　　　　　8086

　a2．禾ll語の部（a5，　a6を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　2853

a3．漢語と三二とから成る複合語の部　　　　　　　　　　　　30t

滋．洋語系の外乱語の部　　　　　　　　’　　　　　　　　e（　1・3

a5．コソアド系の語の部（感動詞。窪妾続詞に属すべきものをも　124

　　　　　　　　　　　　含む）

　a6。その他の語の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　246

昭灘24年6弩申の主要記泰

参考のために，この期間内のおもなユユースを次に附記する。（朝口新聞縮

　刷版昭和鍛年6月号の表紙による）

　　　　政府の治安対策，其体的に：表面化

　　　　H銀政策委畏会設置，新｛吏命へ発足

　　　　対iij援助見返資金の蓬田計面1木極りへ

　　　　通商協楚，融資，外資保有制など貿易手当活濃

●　　圏電スト・民同派，三山三組解散論で鋤く

　　　　公安條合（都電スト），大攣法など反対で騒然

　　　　デラ：台風大暴れ，露二本の被害甚大

　　　　El本水泳蓮盟，国際水泳蓮燈へ復帰承認

　　　　ソ蓮抑留者引揚附始，共産教育の徹底で注鼠

　　　　四岡外柑パリ会議絡る，束甦1貿易要協へ
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1．・五十音順による語彙表．

ま　え　が　き

○以下の表は，3〔〕Ii糊に】0繊以」：二用いられた語を下記の部類ごとに

　五十書順に：並べ，それぞれの語の表記の種類，使用．度数，使駕日数を

　示したものである。それぞれの部類およびここにお憾めた語の種類の

　i数は，つぎのとおりである。

　　a．黛活用語の部
　　b．動詞の部
　　C．形客詞の部
　　d．腰i頭辞の部

　　e一接尾辞の部
　　　　　　　　　　　　　　尊　　　（附り　勒数詞の部

○充十普順の排列は，次のように定：めた。

　（り　現代かなつかいで欝V・てある順に五十瞥順にする。

　（1））　現代かなつかV、で亨ぎかれていないものに二つV、ては，

　　a．漢字で書かれてV、るもの

　　b。歴史的かなつかいで書かれてV・るもの
　　　1・ま現イkカhなつカ》いir＝棚彗訳づ画る。

　　C．外園語・聖句語のかながき
　　　は，書かれているとおりに，順に五十誓順にする。

　（3）　1掛鯛のかな，同形のかなは，区別しない。．

　　a．（イ，ヰ）（エ，Jr．）（オ，

240s語
5（17語

　55語
　45語
204語
　74語

　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ）はそれぞれ区別しなv・。

　b．壷焼と濁隊とは，区5弼しなV・。（燭点にかかわらなV・）

　c．ツと西之のツとは，．区崩しない。（字の大小にかかわらない）

　　　狙し，ρ適格，二二」等は，「テキカク，ガクコウ」≦等とする。

　d．（アア，アpa）　（イイ，イー）　（ウウ，ウー）　（エエ，エー）

　　　（オオ，オー）はそれぞれ［璽珊しない。

　　　注意，「英語エイゴ，楽和ヘイワ」は9　・：エ，ヘエ」に入れない。

　e．　（キーヒ，　キャ）　　（キユ・，　キュ）　　（キヨ，　キョ）・…　（リヨ，　リ　ョ）

　　は区別しない。（大小にかかわらない）

（‘L）かなのならび方（順序と数）の同じものの間では，」：1に蜴げる

　　順にならべる。たとえばヰはイのあと，濁書は清昔のあと等c



酔

E2

　（5）　同膏異義語は，それぞれにまとめる。

（一）見出しの書き：方は，ジ（のとお・りである。

　（D　児高しは，厭表記にしたがう。擦表記が二種以上ある語は，用

　　いられた至がなの数の；多い：方を見出しとし，その他は⊂〕の中に

　　漢字をμjv、たもの，片かなを用V、たもの，の順にならべて挙げる。

　　（漢字の字体は，ここでは二二の都合上上すしももとのままではな

　　い。また，かなのくクかえし三二を用いたものは，別に掲げない。）

　（2）　活用語（動詞・形三二）の見出しは，絡止形を門門形と定めて，

　　その形に一括する。

　（3）　形容鋤詞は，語幹（「だ，な」を除V・た形）をと］1あげて依言に

　　準づ％。

○見出しだけではわかりにくV・語に対しては，以下の要領で必要な謎紀

　を厭どこした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（1）　品詞の註記　（（1＞の中に略号で示す。

（（名〉）　名詞

（（代名〉）代名詞

（剛））　測詞

（（蓮体））蓮休i詞

（（感））　感動詞

（（接））　接続詞

（（形式絢）形式名詞又は補助用言

（2）　意義。用法の註記

　対しては，（

　　額（金額の意）

　　機関（機械i装置の意）

　　機関（組織の意）

　　合う　（贋｝に～）

　　いたる（に～）

珊珊の註記でもわか）lrLくV、見lrlし語に

）の1・1・iに意義または用法を承す。

○複合駕書の構域要素であるものは，見出し語の右または左につなぎの

　しるしをつけて・後の部分まプヒは先の部分であることを示す。たとえ

　ば，　「一あげる」は「うちあげる」「びきあげる」「読みあげる」等の

　「あげる・を・「つちHJは「うちあげる」「打ちきる3　「うちぬく、」

　「うち休む」等の「うち」をあわせた蓉のである。

　　なお・「打ちきる」のように度数le以上の率隻合用言は，＊tt附して

　r打ち一」の次に度数だけを示した。
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〔諭

【ア】

愛

あいさつ

あいだ〔間〕

相手

赤

赤字

赤旗

高

富らか〔明か〕

悪化

悪質

あくまで

あさ〔朝〕

足〔脚，アシ〕

あす

あたし

頭

あたり

あっせん

圧倒

圧迫

圧力

あと〔跡〕

あと〔後〕

アトリエ

あなた〔貴方〕

姉

あの（蓮体》

あまり〔余り〕《剣》

a　無活用語の部

〔勝ご眼

2
5
0
0
2
3
0
6
3
7
5
3
5
6
6
3
1
9
4
2
4
1
2
9
0
0
1
9
9

2
3
2
3
1
2
王
3
7
1
1
4
1
3
3
3
3
1
王
1
2
エ
ー
8
2
7
1
2
4

　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　1

0
2
0
7
9
0
5
4
0
2
1
5
9
0
9
4
7
2
1

1
2
8
1
　
1
　

1
3
1
1
2
2
2
2
1
1
1
1

　6．

・18

10，

　9・

烈

エ0

20

　7

1G

．q4

　
り
雨
誤

〔語〕

あら《感⊃

あらかじめ〔予め〕

あらし〔アラシ〕

あらた〔新た，瓢〕

あらゆる¢蓮体》

〔使用x数〕〔舗

2
3
0
0
0
1
7

5
工
1
1
1
5
4

ありかた〔あり方，在り方〕U

有檬

ある樋㈱
あるいは骸》

あ2Lc（代名））

案

案外

安ゑ

安打

妥定

案内

言い分〔言分〕

委員

家

以下

以外

意外

【イ）

いかなる〔如何なる〕（蓮体）｝

いかに幅1》

遺憾

移管

意義

7
0
6
2
2
0
5
5
2
0

1
7
6
1
婆
1
1
1
8
1
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W5

S3

V5

V5

P2

Q5

R3

l
馬
2
5

　
9

9
ひ
9
9
7
1
1
ρ
8
1
δ
2
8
1
8
σ
8
4

ー
ノ
　
　
　
　
2
1
　

1
2
2
　
2
　

1
　
、
2

0
ひ
3
ρ
0
5
9
9
7
2

3
2
2
2
1
ー
ア
一
　
　

」
1
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　　　　〔語〕

いぐら生
意兇

以後

意離

州降犠尾的》

医師

意患

聞

継持

意識

異常

以上

いずれ〔何れ〕《名》

以前

瞳ん嚇〕

いたずら〔イタズラ〕

位舞

いちお5で一章i〕

．L．≠

一大嫉頭的》

…段嘱ゆ

一部

一一ﾊ
いつ　　　t’

一一ﾑ
一一一L ?（・副》

一一 蝿鼈鼾s
一一ﾘ
・・一�@　■

いっしょ

・一ｶ
いっせいで一せい〕

〕用
数
使
臼〔

1
3
2
2
2
1
1
　

2
　
　

3
2
エ
ノ

0
0
3
7
0
1
0
7
4
8
9
0
8
ぼ
7
6
7
5
8
7
9
2
0
8
3
5
8
9
エ
3
3
6
3

2
2
　
　
2
3
　
2

7
凸
2
ー
ア
晶
　ア｛

〕
　
0
5
9
2
2
2
4
4
3
2
0
8
2
7
1
2
3
0
4
◎
0
9
7
1
8
2
0
8
9
0
0
0
8

用
数
－
狛
3
6
4
1
1
1
”
∂
1
1
禦
7
1
3
1
1
7
7
1
1
4
1
5
1
6
エ
エ
4
3
2
2
1
1

礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　　　　　〔語〕　〔鎧〕

一一 ｻう〔一三〕幅ゆ　　　　35

一一|　　　　　　　　　　　12

いったい〔一一一L体〕　　　　　22

いったん〔・一たん〕　　　　12

一・一一v　　　　　　　　　　　93

一一閨@　　　　　　　　　　　18

いつぽい〔一一ぱい，一杯〕　17

一般　　　　　　　　　　　エ69

一一一一・禔@　　　　　　　　　　126

意図　　　　　　　　　　　24

異動　　　　　　　　　　　22

移動　　　　　　　　　　　16

いな〔否9　　　　　　　　　18

以内（（接尾的））　　　　　　34

医樽　　　　　　　　　　　10

逮翠　　　　　　　103
違法　　　　　　　　　　13

今絡⊃　　　　　　　　375

いまさら〔今ざら，今更〕　11

慮昧　　，　　　　　’　99

移民　　　　　　　　　　15

妹　　　　　　　　　　　12
し・や　《感》　　　　　　　　　　　　　　　　23

いやだ　　　　　　　　　　　10

いよいよ　　　　　　　　　　34

、依趨　　　　　　　　　　　1δ

以來　　　　　　　　　　　115

衣料　　　　　　　　　　　20

医療　　　　　　　　　　　12

衣類　　　　　　　　　　13’

色　　　　　　　　　　　　23

いろいろ〔色々〕　　　　　6ア

異論　　　　　　　　　　　工1

き
　
用
数
使
厩r」
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W
1
5
7
2
7
／
1
1
2
2
8
器
1
7
9
1
2
乃
2
0
5
2
5
7
3
0
1
0
2
9
7
7
1
4
7
2
0
凝
3
0
9
7
1
0
1
5
2
5
8
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〔語〕

いわゆる《蓮休》

’印制

歴象

飲食

じ院長

インフレ

【ウ）

ウイスキー

うえ〔上〕（｛ヲ彦…式的》

うえ〔上〕

受入れ〔受入〕

受付け亡受付〕

動き

うそ〔ウソ〕

歌

『疑い

うち〔内〕

うち〔内，中〕（膨式醐

打合せ

打切り

丙訳

腕

右派

ウラ〔裏〕

雨量

うわさ〔ウワサ〕

運営

蓮休

蓮行

蓮賃

．幽幽

蓮動　　‘こ

〔鐡〕〔羅〕

3
1
4
雨
5
4
凸
7

5
エ
2
1
2
3工
9
9
0
2
9
2
1
0
7
2
5
4
4
0
2
1
4
7
3
2
6
5
2
3

ユ
2
4
エ
ー
7
ユ
2
7
2
0
ユ
ー
1
1
2
工
1
1
5
1
ー
エ
0
0

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
2

6
6
6
9
♂
ー
ハ
0

の
バ
　

ア
｛
　

ア
｛
～

専
用
藤
江

話幡生

3
7
6
7
9
3
4
5
0
1
8
9
8
0
9

2
　
　
2
　

1
2
1
3
1
　
　
　

1

絵〔画〕

映画

影響

営業

英國

團
長
雨
盛
期
護
助
読
長

堂
駅
駅
円
円
滑
延
援
援
演
延

援
領
懸
横

　じ
6｛大いに

0
5
4
6
5
7
0

1
一
2
　
　
　
2
0
0

大きな

多く

大口

大手

大蠣

オーロン

沖合

〔語〕

［x］

【オ】

翻〕〔羅

．　10

　59
0
σ
8

　
1

22　　　／2

62　　　エ5

77　27
29　　ーノ2

15　t　6
35　　　エ8

15・　．1一

ユ0　　　　7

ユ1　　　ズ3

ユ2　　　　7

23’@　ゴ4

12　　蓉甦
30　’　’　14

21　　　エ2

1沁　　、多6

50　19
23　’ P1

6
6
δ
2
2
0
0
2
3
0

1
1
3
5
δ
一
工
3
ー
ユ

　
　
　
一

9
8
2
9
6
4
3
9
1
7

　
　
2
2
2
　、．
1
㌧
、
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〔語〕 織・

汚職　　　。

おそらく　〔恐らく〕編肋

おそれ〔恐れ〕絡》．

夫〔良人〕

音

無

男

大入Cオトナ〕

おなじ〔岡じ〕

岡じく

オブザN・一ブ7一
　　　〔オブザ・・ヴァ・一　）

覚書

主

思い〔想い〕

および〔及び〕

おりから〔折から，折枢1〕

織物

オリンピック

吾樂

女

が綴》

会

買入れ〔買入〕

会員

海員

外貨

開会

海外

面革

会館

【カコ

2
5
9
工
1
0
G
2
8
1

2
荏
2
1
2
1
5
1
8
1

11

16

4ユ

2e

33荏

12

19．

14

17

47

0
0
3
8
0
4
2
5
7
礎

工
I
1
1
1
3
4
6
6
1

〔躍〕

　　　　t

灘
蟻
灘
隷
隷
飴
鮫
姻
離
騰
騰
欝
灘
瀦
繕
避
難
臓
鵡
欝
欝
酪

12

P9

P8

V
1
3
6
蝦
9
認
6

8

4
駕
1
5
3
0
9
1
2
8
1
1
2
1

8
7
7
1
3
6
1
2
1
7
2
1
2
0
1
4

£語〕 〔麗〕〔鞭

5
3
3
2
8
9
3
9
5
9
8
9
荏
1
5
0
6
3
5
6
3
2
2
0
4
2
0
3
4
9
6
6
9

1
2
6
3
1
2
3
0
3
2
7
3
δ
5
6
2
9
3
3
1
王
3
0
1
1
4
2
】
3
1
6
6
8

　
　
6
　
璽
．
一
　
ユ
　
一
　

0
7
0
げ
2
5
8
0
4
7
4
8
3
7
6
0
0
8
4
3
8
診
8
■
プ
6
猷
8
7
9
翌
2
ρ

エ
　

3
ゴ
ー
ゴ
2
3
ー
エ
2
2
2
1
2
1
3
エ
ズ
ー
　

1
2
　エ
2
エ
　
一
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2
の
配



当
発
遜
部
復
興
務
良
院

該
開
圃
外
塀
解
外
改
下

〔語〕

かえって〔却って〕幅ゆ

顔

家事

顔ぶれ

画家

便格

化学

摺学

係り〔係〕

かかる《蓮体》

カギ

かぎり〔限り〕《形式的》

かく〔斯く〕幅ゆ

額（金額の意）

学資

閣議

各縣

覚悟

学校

図解

確契

学者

各種

各省

螺〕〔欝1

工
，
0
0
2
1
3
δ
5
2
4
1
8
0
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
・
工
2
1

　
　
　
　
　
　
　
1
1
9
餌
9
飼

ユ
4
1
9
一
4
晶
3

701

0
5
2
5
0
9
0
6
3
7
2
δ

3
5
エ
2
1
5
エ
ユ
2
7
ー
ユ

16エ

O
P
O
4
晶
2
7

6
ユ
ー
9
印
6
0

6
2
8
1
7
4
エ
0
珍
4
5
1
3
8
1
4
5
0
1
9
7
0
8
8
2
9
2
5
1
2
1
6
5

一
　
エ
ー
1
1
1
1
1
2
1
1

．
2
1
2
1
1
　

2
1
　
　
2－
の
ρ
2
1
ま
ー
ア
轟

信
生
大
地
張
長

確
学
拡
各
層
学

〔語〕

かくて《接》

確定

痩得

学内

確認

各派

学部

確保

革命

学問

。確立

閣僚

影

可決

過去

下降

加工

菓子

火灯

貸出しこ貸出〕

貸付

箇所〔ケ所〕

数

ガス

風

課挽

河川
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〔騰騒

2
6
9
0
7
9
2
7
8
3
3
4
2
壬
8
4
1
2
0
5
δ
0
2
2
4
2
3
0
7
3
6
7
0

2
1
荏
δ
1
3
1
1
2
1
6
1
0
4
5
1
5
5
1
3
5
1
2
1
1
5
2
4
2
2
7
3
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3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王

4
9
8
0
9
3
7
0
7
8
4
8
4
1
7
8
3
6
9
4
4
6
0
6
2
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5
1
0
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エ
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2
1
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2
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エ
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エ
3
エ
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〔語〕．

家族

庸

型’

課題

かたち〔形，カタチ〕

誌面

課長

かつ（（接））「

合唱

かつて自励

活動

活発

活躍

活用

家庭

必ず1（副》

必ずしもく（副））

かなり〔可成り〕

翔入

金〔カネ〕

金づまり〔金諮り〕

かねて〔予て〕幅吻

可能

過乱数

株

歯面

株式

壁〔カベ〕

紙

紳〔カミ〕

加盟　　　　・

貨物

看省子〔ガラス〕

〔騒〔盟〕

9
エ
0
9
2
5
＄
1
7
3
6
5
8
5
5
9
解
7
8
9
2
6
9
0
7
2
0
1
3
蔓
0
5
5
ア
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ユ
ー
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2エ

　7

儲〕・

借入れ〔借入〕

かりに〔仮りに〕

かれ〔彼）

側

爲替。カワセ〕

代り

簡易

考え

　　匿え方

刎関係
271歓迎

2
3
2
9
エ
0
1
4
2
6
6
7
7

ー
ズ
ー
1
2
1
2
エ
2
1
1
2
r

　　｛

　　｝

　　；

8i完成
ri間接
　　　

1列完金

・騰
10
w素
6｝観測

ll簾
エ2i三

盛護

観光

勧善

観察

換算

感じ

幹事

感謝

患考

勘定

感藩

関心

カンズメ 〔カソ詰〕

．

〔勝〔罐〕・
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蔓
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貯監督

　管内

　斡部

　窟房

　喚問

　官吏

　管理

　完了

　宮門

　二三

　緩和

嘩ぎ

【キ）

山

山圧

生糸

議員

議院

機蓮

氣温

機誠

機会

議会

二選

期闘

機関（機械装置の意）

孝幾関（紐織の意）

危機

帰京

企業

墓金

議決

危瞼

翻〕

　17

　12

　37

　62

　17

　17

　142

　28
，　19

　50

　63

0
9
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7
4
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7
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0
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エ
　
　
　
2

・替鑑・i

　　221機構

　　26　　帰國

　　・5i起債
　　s　1　｝eng

　・’27i議事

・、、1汽躯

τ・

h謎　　23　　二二
　　エ、は準

　　　　　乱丁

　　　　　罪証

　・25　　無勢

　　8　　犠鵜i

　　8　　奇跡

　　28　　季節

　　4　　汽船

　　9　起訴
　　10　　；簗礎

　　19　起草
　　エ9　　規則

　　22　　北

　　10　　期待

　　i6　　議題

　’12

　　27

　　ズ8

　　エ0

　・　29

　　9

　　5

　　22

〔語〕

來るく（蓮体》

議長

きっかけ〔キ・ッカケ〕

切符〔キップ〕

規定

二道

絹

三三

2
9
．

〔麗〕〔躍〕
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〔語〕

きの5

規模

｛mijgl

希墾

基本

君〔キミ：｝ 《代名）〉

義務

氣持ち〔氣持〕

疑問

規約

客

客観

急

休会

休憩

急行

救浩

吸牧

救助

球場

急速

給与

胎開

きよう

脅威

激育

教員

強化

協会

i照会

業界

協議

螺〕〔騒

8
6
3
S
3
荏
6
7
5
1
7
7
◎
6
2
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4
4
6
7
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8
4
2
2
2
0
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9
4
工
2

2
1
1
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1
王
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エ

i
　　g

エ9i競技
　　1

7　1供給
8騙行
・・｝強硬

26i共蓮
・・承窒

16｛籍
2肩教授
15i供出
，隔商

・3濾制
・記行政

1擁篶

0
6
8
3
1
6
8
5

プ
∴
　
　
　

プ
鳳
プ
』
　
　
　

ゴ
』

通
定
鷹
同
岡

共
協
協
共
協

・・隔力

15　　強力

・7i野鴨
u　　許可
・8撫業
8i漁区

29｝局長
2・i撚
・・ p挙行

π1漁場
28｝担絶

〔語〕 螺〕〔騒
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認
鮮
2
。
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8
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触
目
妬
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3
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憩
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工語〕 ・罎〕〔瞥鍛・1

漁船

去年

担否

販離

切り下げ〔切下げ，切下〕

きれい〔奇麗，キレイ〕

記録

議論

極めて幅励

金

：金額

緊急

銀元

金厩至

均甲

州
禁止

金属

勤続

近代

緊張

緊迫

緊密

勤務

金融

：金利

勤蛍

区域

【ク】

3
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工

ユ0

くいちがい
　　　　　　　　　　　10　　〔食い蓮い，食蓬い〕

塞氣 34
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｛
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飽
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由

軍
路
構
’
6
　
体
り
　
長

塞
察
苦
苦
藥
具
下
口
区

〔語〕

　くつ〔クツ〕

　國

　國國〔國々〕

　首

　首切り　〔クビ切り〕

　ptSIJ

　組合

　くもり〔曇〕

1くらい（（形式的》
iクラブ

lgグループ

　車

　苦労

　軍事

　軍人

　軍政

　上鮎

　　陸

7　　経

　　　計（合計の意）
7
　　　経営

17　　経過

【ケ】

〔麗〕〔警鍛〕
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／’　1

@〔調

戒
画
窟
氣
験
工
臨
告
酒
乱
螺
覗
事
式
術
傷
上
心
血
論
証
理
化
場
團
旬
意
液
果
榎
議
局
構
婚

警
計
警
豪
経
軽
傾
警
経
愚
計
警
漉
紙
藝
軽
計
帳
継
経
契
経
論
劇
山
下
決
搬
結
結
決
結
結
結

〔騒〔羅〕

3
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6
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9
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18

R0

P7

P0

P7

P5

P8

P8

R0

Q6

P4

ﾐ
1
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9
1
3
1
0
9
1
9
1
3
2
0
6
8
7
6
1
0
1
6
エ
3
0
4
2
6
2
9
9
9

〔謝

決済

決して幅ゆ

決勝

結成

決定

月末

決裂

結論

懸念

下落

氣配

乙

原案

心隔

原函

見解

限界

玄閾

研究

楡挙

現金

三品

健康

現行

難
櫨察

学事

現実

巌重

減少

現象

現膝

元帥　　｝

減税

〔罎〕〔羅〕
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融
融
綴
馴
蹴
脱
魏
繊
擬
灘
熱
論
血
糊
面
面
翻
騰
藩
論

子

こう欄》

公安

行爲

豪雨

交易

公園

講演

〔語ゴ

【コ｝

〔使朋c数〕〔躍〕
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S1

P0

P3

U7
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P1
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工1

22

1S

24　1効果

・gi公開

5i公会堂

　91交換
・・1無

恥i抗議
ズ。i公共

・・ o鉱業

「16i工業
　　…
2｝航室
gi’合計
　　…

121攻撃　　　

引高楡
30　1　　　高校
・睡告
16｝考査

6｝癩
・・ p工作

28　1鉱山
161行便
・8i講師

12
P公使
　3i工事
　　　公式

　　　公飛ヒ

10　　公衆

25　　控除

20；交渉

2ゲ向上
・6i工場

　6、認識

121構成
iol厚生

〔鐵It　：〕

轡
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〔鱗〕〔騒

8
壬
0
3
2
8
8
9
9
笹
2
4
4
8
0
9
4
8
3
6
3
4
6
9
5
9
9
4
7
7
2
5
0

3
3
1
5
1
3
0
1
1
3
3
2
1
2
1
2
1
愛
2
6
ユ
ー
2
2
2
1
2
8
1
4
1
2
1

　
　
　
◎
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
1

2
ノ
占
　
　
0
佃
　
　
ヱ
の
配

エ
、
＆
ρ
ひ
8
8
6
’
，
8
7
σ
8
聲
7
・
1
8
2
9
7
0
9
6
1
2
7
8
2
・
5
ひ
0
8
7
5
7

2
ゴ
エ
プ
磯
　
　
一
　
　
ヨ
丁

丁
エ
ー
　
　
ー
プ
占
1
ー
ブ
繭
　
　
3
1
2
　
　
1



34

生
漆
想
退
曲
調
長
通
韓
顛
動
盗
同
内
入
任
認
面
面
判
番
蓑
布
亭
補
法
務
衙
約
理
率
留
慮

強
攻
構
後
富
鉱
校
彰
彰
高
行
影
藤
構
購
後
紐
購
後
朝
交
公
公
公
僕
合
公
項
公
含
高
拘
考

〔語〕 螺・・羅・1
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〔語〕

　こくご〔國語〕

　國際
1國債

鋸

獣
馨
寡
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離
　国立

　ここ《代名）〉
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、〔語〕

午荊

答え〔答〕

こと〔事〕

こと〔事）σ形式的》

ごと（き）〔如き〕《形式EKI））

ことに〔殊に〕幅ゆ

言葉

予州

この《蓮体》

コミュaケ

コミンフPt．・ルム

小i饗

米

顧問

羅用

孤立

これ〈（代名）〉

ころ

今繊頭的》

今夏

今回

根拠

今月

今後

今次

今週

今秋

懇請

懇談

こんど〔今度〕

こんな
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2
2
　
ア
｛
2
1
1
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〔語〕

在留

’材料

盛ん

さき〔先き，先3

さきの（以前の意）

・作業

・作家

棚減

作者

作成

昨年

作品

、昨報

酒

さすが〔流石〕

座ii炎会

難誌
．届噺

殺入

さっそく〔早速〕

．砂糖

左派

サヤ

左膚

さらに〔更に〕

さる〔去る〕（（Pt・ts））

さわぎ〔騒ぎ，サワギ〕

参力ll

二会
：二業

参考

賛成　　t’』

響定　　‘

翻〕〔羅〕

10

a
2
1
2
0
1
4
3
6
1
3
4
9
皿
憩
7
5
1
2
1
3
1
1
罵
焉
2
0
工
0
1
0
1
5
B
5
7
1
0
2
5
5
4
1
7
2
9
5
6
鴛
1
2
U
4
7
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
　工
　
9
一

4　残留
エ。

銘詩

1病
毒袋合

，1甑．

ll離
京嚢野

曝

’
S
劉
，；

、1司教
　　ミ

isire供
30i事漿
29　…支局

、41畿
2ri粥み
、。i鐸了警

3δi試験

7　資源
ゴ8　事件

12　；剛胆

〔語〕

【シコ

しかし〔然し〕　（（接i））

しかも（（接）

二宮

博間

時期

支給

死去

市況

〔罎〔鷲〕

18

0
0
3
4
5
三
6
0
δ
1
1

ー
エ
ー
1
0
0
王
1
1
2
2
4
［

q
V
6
1

0
0
炉
0
（
り

0
0
　1

6
2
δ
崔
5
δ

6
n
O
n
O
－
乱
用
マ
ま0
隔
O
n
O
6

1
⊥
3
1
7

　
1
（
　
9
酬

〇
一
〇
8
9
制

可
よ
1
1
0
0
P
O
Q
り

8
ユ

エ

u

5
8
8
1
0
1
3
4
1
1
7
7
1
6
1
8
3
0
烈
2
1
％
2
5
1
3
1
2
8
6
8
2
8
8
釦
8
1
2
1
3
1
7
3
0
カ



盛
行
項
三
親
警
察
殺
蓬
黙
示
実
者
主
眼

富
馬
事
仕
資
施
覗
自
資
萸
指
事
死
霞
支

〔語〕

市暑繊尾醐
麦学

田lif場

事情

辞職

自信

自身懸尾的》

指数

しずか〔静か〕

施設

使節

自然

；事前

思想

下　　　「

死体

しだい〔次第〕

：事態　　・［

〔欝欄〕

17

S7

P8

U3

X
2
8
2
9
2
4
3
2
6
8
B
2
9
2
8
2
9
3
3
1
0
欝
8
6
6
4
1
8
1
8
3
7
2
3
1
8
4
1
4
4
3
9
1
5
4
1
3
9
蜀
5
1
5
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

3
9
0
0
0
0
8
0
3
2
2
0
6
9
3
5
4
5
3
0
0
2
1
3
3
8
6
0
5
0
8
2
4

ー
エ
ー
2
2
エ
晶
晶
エ
2
1
3
1
1
、
1
　
1
2
．
2
ゴ
ー
2
．
1
1
2
1
1
1
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
．
の
々

〔藷〕

自体｛（接尾酌》

蒔翠

霞宅

自治

市申

次長

市町村

しっかり

質疑

失業

契業

実験

契現

執行

印行

山際

実施

爽質

実弊

習績

実態

舞に

実は

失敗

質問

契力

指定

指摘

私鉄

支店

自韓車

指導　　1

兇童　　・
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〔騒〔羅〕

3
6
3
2
4
3
王
O
1
9
7
5
2
7
2
2
0
9
8
7
2
9
7
6
1
2
1
9
8
6
⑪
3
0

2
3
2
9
3
2
2
1
1
喚
1
1
7
7
5
5
6
1
4
2
1
1
1
3
5
7
3
2
1
3
1
8
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
↓

6
r
8
4
2
r
3
5
9
8
6
7
2
0
6
6
3
0
9
4
1
2
5
2
1
6
0
9
6
9
9
5
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
エ
ー
2
1
1
一
　
エ

ー
、
1
1
2
ゴ
ー
　
　
　
2
1
1
2
2
．
2
2
2
1
2
1

8
7

2



3S

〔語〕

嘗旧事

市内

支配

し1±’し1ま　《蒲彗》

始発

．PtSBい　〔．麦二謬9，〕

しばらく　〔暫く〕

四牛期

支部

自分

謂法

死亡

資本

始末

市勢

事務

指名

地元

指紋

諮問

製糸

螺〕

じゃが芋〔ジャが芋，

　　　　　ジャガイモ］

借款

若干

釈放

鮭債

車掌

写鐸

車申

砒門

主

種

1
7
9
0
9
2
9
0
3
8
2
5
4
1
6
5
2
2
工
3
2

3
工
3
1
1
5
王
4
1
9
エ
3
δ
1
4
5
2
1
1
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
1

17

3
3
0
8
7
エ
5
6
3
9

1
1
3
1
2
7
1
3
2
1

　
　
　
　
1

〔額〕1　　　〔語〕

　　　1
　・硝舳
　10　　牧獲

　ズ5　　宗教

　　91聖業

，ゑ慧

　・・i欝

　・6i難
・・i牧拾

4
8
8
1
9
6
0
0
9
2
8
7

9
醒
　

1
1
　1
3
エ
　
　
　
　
9
｝8

4
0
4
6
4
7
ズ
エ
7
5

　
1
1
　
！
2
ゴ
2
1
1

　敬縮

　住駈

　震鶴

　修正

　終職

　璽大

　佐宅

　集團

　集中

　重点

　牧入

i就任
i十分〔充分｝繍》

1住義
き
　軍役

　牧容

　重要：

　從來

　修理

iPt了

i野冊

　主義

　賢書給

1授業

〔鍵墨〕〔警畏〕

磁
蛤
鎚
U
盤
玲
適
珍
娼
U
聡
鎗
貯
弼
6
5
姐
2
。
5
6
照
照
舘
綴
n
H
5
。
俳
物
脇
目
明
器
P
⑳

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
旧

⑳
9
∬
9
班
9
2
1
。
1
1
8
1
。
1
3
2
1
、
9
％
1
4
抄
駁
即
1
3
1
3
烈
げ
7
雄
筋
器
∬
器
駕
器
ρ
ρ



搬
雛
鶉
撫
二
輪
難
議
臨
擁
壁
臨
縢
三
韓
簾
齢
蟹
灘

〔鑑ロロ〕 〔鱗〕〔羅〕1

1
4
1
0
5
0
δ
6
1
4
2
7
5
1
0
6
2
4
7
3
1
4
0
4
2
3
2
4
3
6
2
6
4

1
3
2
1
碧
1
1
7
5
1
2
3
1
1
2
エ
ー
3
2
1
9
1
2
1
1
1
6
1
1
1
4
3
3

　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1

5
7
5
2
7
7
1
6
3
6
3
2
0
1
4
0
8
2
4
9
8
4
’
9
3
0
9
8
0
1
4
2
4
2

　
1
　
　
1
　
1
2
一
　
エ
2
3
エ
ー
エ
　
エ
　
　
2
　
　
エ
ー
　
2
1
ー
エ
、
2
1
2

鯉
繍
難
問
棚
読
癖
華
麗
灘
欝
開
脚
麗
羅
羅
叢
耀
蠣

〔語〕
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纈・〔騒

12

P9

P3

P0

P6

ｫ
2
4
6
9
4
3
1
5
驚
1
5
2
6
2
8
3
1
4
4
エ
0
2
0
3
7
7
8
8
9
2
1
4
7
4
2
爲
1
3
3
7
2
1
1
5
1
6
1
8
握
2
7

　
　
　
　
1

8
θ
7
7
5
8
5
θ
2
8
ρ
1
8
3
8
6
8
9
8
4
8
4
8
7
0
9
4
0
7
9
2
8
3

　
　
　
　
2
　

1
2
1
　
　1
1
1
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
2
1
2
ー
エ
　
一
1
　
　

1
　
1

｝
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二
仏
二
二
二
二
二
二
門
渡
突
人
認
任
年
費
費
標
晶
負
歩
報
務
萌
約
二
二
睦
例
外
二
二
員

温
温
小
乗
浦
謡
歌
二
上
誤
衝
証
承
常
少
、
商
浦
商
商
勝
二
丁
憎
憎
二
二
勝
上
條
除
書
記
職

〔語〕 螺〕　　　　「使用〕
　　　　」鷺数

1
1

り
」
4
　
1

6
4
8
0
5
4
4
δ
7
9

2
2
3
3
9
ユ
ー
ユ
ユ
3

601

12

R3

t
3
0
1
2
5
2
1
1
1
4
7
5
4
0
2
0
9
8
6
9
2
5
4
0
鮪
1
7
1
5
3
5
6
2

6
鐸
’

ア
｛
2

業
事
面
食
8i職場
8i植民地
・・
艶H糧

5
6
9
5
7
1
0
8
、
8
4
9
・
5
1
8
4
0
5
2
エ
2
6
2
7
む
0
7
8
8

エ
2
　
　
　

1
1
2
　
一
　

エ
　

ゴ
　

一
2
1
1
2
2
1
1
2
エ
　

エ
ー

心
血
持
子
史
後
議
出
面
長
点
得
　
官
名
名
有
理
類
べ
　
立
　
料
倉
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
立
議

論
諸
所
女
女
女
所
処
暑
所
諸
所
処
暑
詰
所
処
．
長
調
自
資
司
指
白
貫
入
新
審

〔語〕
〔使用x数〕鰻

2
1
0
1
8
1
9
5
1
3
2
2
3
0
1
2
エ
5
3
4
5
正
4
2
8
8
7
8
G
δ
ユ
6
9

2
1
6
1
7
3
9
1
2
2
1
2
4
2
1
1
8
5
ー
ユ
ー
4
1
4
2
2
5
2
1
2
7
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　1

9
7
2
6
4
3
3
1
3
2
7
8
エ
0
6
0
9
3
7
6
2
9
1
0
3
4
9
4
8
4
3
1
5

2
　

2
1
2
ー
エ
ー
　1
2
1
1
1
2
　
　エ
ー
1
2
ー
エ
ー
2
　1
2
1
2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

期
備
鷹
纏
綿
儲
焔
縮
翻
総
燃
鰍
輝
輝
財
岬
町
姓
轍
膿
躰
翻
樋
譲
欄
糊
勒
耀
継
朕
嗣
徽
襯

〔語〕

g

・鰐〕

9
3
6
8
9
0
6
4
0
8
4
3
4
2
2
1
7
0
4
2
3
9
7
3
0
5
6
6
6
8
7
5
6

ユ
ー
1
2
1
1
5
1
3
6
露
1
1
1
2
3
2
1
1
2
ー
エ
3
1
3
1
1
7
3
2
3
2
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
ユ

〔使用臼数〕 P
　　12i蛮地
　　7i心理
　　・i入類
20　i’

エ9　1　，，移

kXlil

・鎌窺

・纏

11臓
，g　i／

〔語〕

【スコ

4コ、

〔麗〕〔使駕臼数〕

　　｝すいせ訳㈱

　　　推定

161ずいぶん〔ずい分・隠分〕

61水石
・・i数

131橿機卿
　　1

1エ1数字
　　1

11　　数量

18　，すえ〔末〕

制すがた〔姿〕

・9けき〔好き〕

8iすぐ
k7　1すくなくとも〔少くとも〕

6
6
5
7
エ
8

2
ア
｛
2
．
ブ
凸
ヱ

すこし〔少し〕

すこぶる1（副》

筋

ずっと

すでに〔既に〕

スト

4
瀧
3
1

1
ー
ユ

U
弼
玲
磁
娼
玲
如
内
官
筍
鴛
U
雛
U
遣
雛
遣
H
皿
蔦
覗
2
9
5
6
鴛
B
泌
四
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
F
O

4
7
ク
．

9
2
8
9
8
6
1
1
4
エ
3
8
β
8
6
7
8
6
0
9
2
8
5
9
穿
2
0
0

ブ
凶
　
　
　
　
　
2
掃
■
1
1
1
’、

@
．
1
　
　
2
　
2
1
．
2
　
1
Z
3
3
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〔語〕

ストライキ

すなわち〔EPち〕

スパイ

すべて〔総て〕

スポークスマン

スポーツ

ズボン

〔騒〔警蝦〕

すみやか〔速やか，速か〕

すると（（ec）〉

い
　
零
墨
確
絡
活
求
金
計
権
限
功
鋼
索
毒
虫
算
治
淫
心
紳

せ
税
威
政
正
正
生
際
税
生
政
側
成
製
政
製
生
清
政
正
正
精
，

【セ】

4
6
4
エ
5
6
0
6
0

1
4
1
6
1
王
1
2
1

3
4
δ
4
2
5
2
5
5
4
2
5
4
0
5
9
7
1
ー
ア
5
3

ユ
3
5
2
エ
4
0
2
3
ユ
8
0
3
1
6
2
0
1
8
9
，
2
5

　
　
　
　
　
　
9
一
　
　
　
　
　
1
　
　
2
　

2
　
2

7
1
4
9
2
6
6
5
7

　
の
配
　

2
ブ
占
　
　
－

8
0
1
1
0
0
8
1
5
7
1
2
7
4
8
3
0
8
9
7
4
1

1
2
1
2
滲
2
エ
ー22
エ
　
2
1
3
　2
2
ズ
2

〔語〕

視畑

瀬績〔セイセキ〕

製造

制定

生徒

綱魔

正當

政党

青年

i整備

製酪

政府

税法

政務

税i務

生命・

声萌

酉洋

整理

威立

税鰹

勢力

政令

椴界

席

積極

〔使用x数〕〔羅

66

Q9

S3

Q4

R9

O6

Q8

T9

R8

Q2

S7

ﾎ
1
7
6
1
4
1
意
0
2
2
1
9
7
7
0
3
3
6
3
4
0
4
4
1
3
4
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
5
　
　
　
　
　
　
　
　
喧
⊥
　
　
　
9
刮
　
　
　
　
　
　
　
　
9
盆

　
　
　
　
　
1

せっけん〔石けん，石ケン
　　　　　　　　　　　　エ9　　　　　　　セッケン〕

席上　　　　　　　　　　19

石1炎　　　　　　　　　　58

蛮任　　　　　　　　　　王23

石油　　　　　　　　　　13

世聞　　　　　　　　　　16

6
5
7
2
2
6
r
6
6
3
9
0
5
5
2
2
7
9
0
5
7
1
4
．
0
0
8

1
1
1
ー
エ
2
エ
ー
エ
ー
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
1
1
1
2
　
3
2
　
2
1
3
1
1

8’

16

23’

28

9’

li’



〔諭

二二

せっかく〔折角〕

接近

切契

折衝

二色対〔ぜッタイ〕

設置

設定

…窃盗

設備

素謡

節約

設立　　　　　’

ぜひ〔是非ラぜヒ〕

セメント

世論

世話

線〔セン〕

繊維

全員

全会

前記

潔挙
：先月

前月

宣言

戦後

前後

選考

全國

職災

三障

前鼠

43

〔鱗〕〔羅〕

3
3
0
2
1
9
3
0
1
3
7
5
工

2
1
1
1
4
δ
7
2
エ
3
4
ユ
2

⑪
4
6
9
3
0
8
0
6
3
δ
8
5
9
5
5
0
3
7
エ

2
1
2
1
4
5
3
1
工
4
1
工
4
8
2
1
6
1
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
9
智

欝
灘
獅
齪
鱗
二
丁
騰
二
二
鱒
群
鱗
飴
賑
朧
欝
血
鵜
鞭
雛
襯
蝦
鱒
罫
二
野
輔
蠣
耀

え
ノそ

14

P0

V
1
2
2
0
2
4
・
2
2
、
1
3
6
1
6
2
2
1
0
1
3
1
2
駕
1
3
1
6
1
8
1
9
1
6
5
1
1
％
9
6
1
7
2
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ド

い

18

V
2
6
3
0
1
8
8
1
2
8
1
2
3
0
1
9
5
6
6
9
7
1
7
8
ρ
1
3
詔
2
9
％
2
8
3
0
1
8
9
7
2
8
7
2
9
釦
2
0

〔語〕

土地

途申

野冊

どちら

とても

都電

突然

突入

突破

都道府愚

弟出

都内

とにかく〔とに角〕

どの

渡米

都餐

ともかく

螺〕〔羅〕

友だち〔友蓬〕

ともに〔共に〕

トラック

とりあえず〔取むあえず〕
　　　　　　側》

取扱い〔取扱〕

取溝し〔取矛肯〕

取締り〔取締〕

坂調べ〔取調〕

取立

販引

努力

ドル

ドル建

1
1
1
1
0
2
4
2
0
2
7
壬
3
6
3
6
8
4
4
1
蔓
3

5
1
2
2
1
一
工
2
2
1
ー
ユ
2
4
2
3
2
ー
エ
ー
8
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

11

26

18

39

2工

2i

76

ユ34

56

13

9
4
4
5
5
1
1
3
5
6
1
9
9
1
2
8
0
2
0
8
0
1

一
　

エ
エ
　

一
1
1
1
　
1
　
　
2
エ
ー
エ
ー
1
　3
ノ
9

7
0
1
6
7
3
0
6
6

エ
ー
2
1
　
2
3
1



or　l

’〔語〕

どれく（K’名》

どんな《蓮体）｝

【ナ】

名

内営

内閣

内醜

丙定

内部

内容

ナイPtン

なお〔総〕三目》

なお嫉》

中

申（〈形式的））

なかなか〔中々〕

なぜ〔何故〕

夏

納得

など

なにC何〕

なにも〔何も〕

何より

名前

涙

ならびに〔並びに〕

成行き〔威行〕

なるべぐ

なるほど

南部

南方

〔麗〕〔使用日数〕

q
V
9

ユ
6

0
0
1
9
4
5
9
2
7
7
4
0
3
7
0
・
5
7
1
1
9
5
0
6
9
3
2
9
4
2

3
2
3
1
3
3
7
1
6
3
1
9
a
2
3
1
6
7
2
1
1
2
6
1
1
1
3
1
一

　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　

2
　
　
1
　
　
　
　
　

8
1

〔語〕

13　iなんら〔何ら，釘等〕

・・ |・らか㈱か〕

　　I

　　i　　　　　【二】
、6i肉

エ41肉体
　　E

2
1
1
1
2
　

2
3

9
1
3
6
8
2
5
0
9
0
5
8
8
1
0
9
3
2
エ

3
1
1
1
1
3
2
1
ー
エ

　　｝

　　l

　　l
i4　1

28

日曜

入学

入港

入手

入場

ニュース

入超

入電

入党

認可

入氣

妊期

人形

人聞

認識

入夫

任務

妊命

　　　値

列鰍げ〔趾〕

0
2
7
」
川
γ
冨
ノ

7
両
エ
2
　7点

欝
磁
　熱心

【ネ】

螺〕〔講

9
0

9
耐
0
0

9
0
9
0
5
4
6
8
3
3
1
5
7
2
5
9
8
0
3
0

エ
ー
1
1
4
エ
ー
エ
ユ
ー
1
1
1
1
1
7
1
1
2
5

1
6
1
2
6
9
0

ユ
2
2
工
1
1
2

◎
ぴ
6

ー
エ

9匹

7

1ひ　　。。

6

16’

9匹

9強

7

8’

8’

5

9＋

8

7

4，

23

エ2

8’

16’

21’

9
1
6
0
v
5
4
6

　
プ
ム
　
　
　
　
エ
ー



5．9．

〔語〕

：しﾋらい〔ネライ〕

年間

・年次

年度

・年齢

農

農象

・農業

』納税

農村

農昆

‘能率

農林

’能力

残り

塑み

のち〔後〕

のみ（（形式的》

乗組員

合
雨
給
後
刷
除
下
職
炭
置

場
梅
掘
背
廃
耕
賠
敗
配
謝

【ノ〕

【ハ）

螺〕

31

エ9

27

1e5

16

3
8
5
4
8
9
⑪
7
2
5
3
8
7
2

2
2
3
2
2
工
2
2
ユ
2
エ
ー
4
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

268

28

113

2D－

59

－90

76

20”

16

エ8

　　ゴ6｝醗
　　　1　　　，
　　7；配当
　　1烈顕買

2；艦

　　　iバイヤ＿
　　　1
　　　　　バカ

　朗破壌
　　・・2縛士

　　18　　i　ζまニカ、り

　　7i破棄
　　・・峰撃

　　12i騨
　　12i爆発
　　・・巴瓦

　　gl橋
　　ls　1

、別

　　　｛

　2㌔はず
　　7’

9
エ
1
3
8
1
0
5
4
0

2
1
2
エ
ー
1
2
1
　

1

〔語〕

〔回り〕

はじめ〔初め，始め〕

はじめて〔初めて〕

場所ξ場処〕

パス

バス

はたして〔果して〕

初

発

発揮

‘まっきり　〔ノ、ッキリ〕

罰金

発見

発書

発行

発車

発生

〔鑛〕〔織〕

S
1
0
4
6
2
5
8
0
9
2
8
0
7
5
0
3
8
2
8
1
8
0
8
2
2
9
5
2
0
3
δ
5

ユ
ユ
2
1
2
1
1
3
6
9
1
1
1
1
3
1
2
6
2
8
3
4
2
1
7
ユ
8
1
4
3
4
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
1
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
●

6
6
6
6
9
5
0
3
9
9
6
0
6
6
7
6
8
6
2
9
6
9
5
1
0
8
6
3
8
’
9
．
9
7
0

　
　
　
　
　
　
7
一
2
2
2
　
　
4
1
　
　
　

7
占
　
　
7
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
2
　ー
ア
「
1
3
　

2
1
1
1
内
1
　

2



蓬
展
電
の
蓑
令

発
発
発
初
発
市
制

〔語〕

話し〔話〕

話合い

はなはだ

はやくも〔早くも〕

腹

匿い〔梯〕

．梯下げ〔三下〕

パリティ、

春

はるかに〔遙かに〕

『晴れ〔冒青〕

範囲

反映

繋栄

牟期

反共

鋼決

犯罪

鋼旧

藩焼

三ド数

反雀

反対

判断

1反動

傘年

忌〕て鰻

7
馬
δ
3
エ
エ
0
6
2
8
ユ
6
7
3
3
6
0
蔓
7
2
5
0
0
0
4
4
7
0
1
4
ー
エ
4
3

1
3
2
2
4
4
1
ー
ユ
ー
1
1
1
1
1
2
2
ユ
3
1
ー
エ
4
4
2
2
1
1
3
9
2
1
1

　
　
　
　
3
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
一

1
2
1
1
3
2
　
2
1

0
1
2
5
0
0
8
8
5
8
9
1
6
0
4
3
5
3
0
2
7
6
2
3
8
2
8
9
0
0
4
4
8

一
　

エ
　

一
2
1
2
1
　
　
1
1
　

1
　
　
2
3
エ
ー

手
早
犯
販

卜紛
1鋼明
1反論
1

　
　
害
較
　
醐

火
日
笹
野
東
悲

〔語〕

【ヒ】

引揚げ〔夢腸〕

夢｝ま二げ〔引上〕

引下げ

引渡し〔引渡〕

否決

飛行

被告

久しぶり〔久し振り〕

美術

批准

非常

左

筆頭

必要：

否定

ひと〔人〕

ひとつe一つ〕

入入〔入・ei〕

ひとり〔独り，一人〕

非難

〔麗〕

　麟22

器
i
1
2

2
δ
3
2
0
3
8
3
S
O
8
4
1
0
1
1
1
1
0
0
3
3
4
6
1
0

1
7
4
4
2
1
6
2
ー
ユ
ー
3
4
1
3
1
2
1
1
7
3
7
6
6
ユ
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
2
　
　
1

　
　
　
　
　
　
9
耐

or3

〔警蝦〕

4
4
5
｝
阿
0
0

ブ
点
プ
点
1
ー
エ

9
6
7
9
1
8
＄
2
9
6
0
3
6
8
3
6
6
9
9
0
9
8
0
2
7
9

2
エ
7
｛
7
晶

9
伊
1
　
　
　
1
1
7
占エ
　
リ
配

3
2
2
2
2
．
－
「



or4

　　　　〔語〕

　　　　　聾

否認

遜妊

批剣

秘蜜

微妙

費用

評

病院

評｛質

病氣

表現

標準

稗
表開

表面

ひらき〔開き3

比継

肥料．

ひる〔書〕

貧困

四目

【フ】

不安

風

風景

封鑓

夫婦

プ｛ル（遊泳場の意）

武器

不況

付近

〔麗〕纈

12　　　　8

is　tu　4

43　18
63　22
11　IO
i3　　　　7

28　1，

29　19
31　11
17　10
19　10
露（）　　　　9

1G　　　　9

38　　　エ9

20　13
12　10
10　　　　6

24　14
エ5　　　　エ2

13　　　　8

31　　　プ3

S
◎
2
9
4
1
3
0
4

5
1
1
3
1
1
2
1
6

2
0
7
6
7
8
0
6
4

2
1
　一
　
　

エ
　

0
醇

員
活
帰
擬
金
無
雑
羅
輝
輝
鰯
振
入
人
正
足
属
醸
台

復
復
復
復
復
復
複
軸
服
半
解
不
婦
報
酬
不
付
事
事

〔語〕

ふたたび〔再び〕

負担

部長

不遽

普通

獺
物件

物費

ふと〔フト〕

不当

部分

不法

不満

〔麗〕〔警鍛〕

2
δ
2
9
0
0
5
2
3
3
9
6
8
3
1
5
4
γ
2
2
8
9
0
0
8
0
5
0
1
9
4
4
0

1
4
7
3
3
2
2
ユ
ー
4
1
3
3
2
4
6
1
1
1
6
6
7
1
2
ア
ー
5
1
4
2
7
エ
2

　
　
　
　
　
1

8
1
7
2
0
1
5
1
4
2
6
1
4
1
1
6
2
0
1
8
1
7
1
7
1
0
1
7
％
1
0
7
1
0
2
7
2
1
2
2
4
1
4
1
8
7
劔
7
麗
1
2
％
9
1
3



〔語〕

イ朝

部門

不利

不良

ブロック

分

断（文学部の意）

．文化

分会

文学

分割

丈教

’分子

文書

：交響

紛璽

分担

文開

分離

分裂

陛下

中野

閉会

李掛

米穀

閉三

厩常

閉廷

李個

別

ベッド〔ベット〕

部屋：

【へ】

儲〕〔使用日数〕

0
8
2
ア
5
3
6
0
8
δ
1
5
1
7
6
8
1
8
0
4

5
4
1
1
1
2
2
7
4
2
3
2
2
1
1
1
ー
ユ
ー
1

3
8
9
7
4
2
7
5
2
4
0
3

2
2
2
6
1
3
2
1
2
5
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1

2
0
9
0
8
7
2
5
3
8
7
8
0
3
6
エ
5
7
8
エ

2
2
　一
　
エ
ー
1
1
　・
　
1
一
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

プ
幽
　
　
1
2

5
5
1
0
3
5
2
4
6
1
5
8

1
1
1
2
2

50r

変化

返還

勉強

弁護

変更

返事

編集

興野

変動

弁二宮

〔語〕

【ホ】

保安

ほ5〔方〕K形式的））

法

門

法案

防衛

貿易

妨害

放棄

法規

封建

方向

暴行

・報告

方策

㌦防止

方式
：放出

方針

法入

邦入

放邊

〔騰〕

6
0
0
6
9
0
0
0
4
1

2
1
工
4
3
1
3
3
1
1

2
7
8
9
6
6
4
1
工
3
1
5
4
王
3
7
5
6
0
7
8
9

2
4
3
1
7
4
1
8
2
3
1
4
1
1
1
1
2
4
9
2
3
7

1
　
　
　
　
　
　
0
0

1
　
　
　
　
　
　
1

〔羅

誓
，g

翌

翌
　　i

9
8
3
3
5
1
9
4
1
7
7
3
8
7
1
1
ー
ノ
0
2
5
5

2
1
1
1
2
2
2
1
1

2

2
1
1
1
1
3
1
1
2



56

〔語〕

怯廷

法的

報道

訪渕

：方法

法務

方薗

訪問

法律

暴力

1法令

ホ・・一ム

低か

ほか〔外〕（（形式的》

補絵

募金

ぼく〔ボク〕

北東

保瞼

保健

保護

保守

補助

保障

保証

補償

補正

発足

ホテル

砥ど〔程〕（（形式的》

ほとんど

ほぼ

保有

〔麗〕〔躍〕

9
5
0
遷
8
7
9
4
3
1
0
2
4
3
9
・
0
壬
5
3
8
3
2
4
2
0
3
3
8
8
5
4
1
2

1
1
4
1
0
δ
9
δ
9
5
1
1
1
1
8
2
7
3
δ
1
3
9
2
4
2
1
1
3
2
7
6
1
4

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

8
0
7
7
8
4

　
1
1
　の飽
の
配

£語〕

　　1

2gi本質
・・ P本肚

2引ほんと〔ポント〕

9
6
4
0
9
6
2
3
3
5
0
7
1
4
8
2
7
0
0
5
0
4
9
9

1
　
　

1
2
エ
　
2
2
1
1
1
2
ゴ
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
｛
り
揮
1
3
2

保留

捕虜

本（書物め意）

本（「こめ」の意）

本学

本國

ポンド

ほんとゲ〔本当〕

本入

塞年

本郡

本法

　　　　　　　【マ）

間

毎日

毎年

まえ〔Elj〕

まことに〔誠に〕

まず〔：先ず3

ますます〔釜々〕

また

まだ

または〔又は〕

マダム

町〔街〕

まちがい〔間蓬；い〕

まったく．　E全く〕

まで

窓

〔纏鑑〕〔使用目数〕

正
3
1
9
8
2
2
8
2
8
4
δ
8
8
5

2
2
工
7
ー
ユ
ー
0
1
8
3
2
6
4
1

　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　1

エ
8
6
2
蔓
4
3
7
8
0
0
6
4
2
3
7

2
2
工
7
1
3
ユ
2
8
0
1
4
1
8
6
2

　
　
　
1
　
1
　

5
王
一
　
　
　
　
ケ
・

1
1
7
3
7
0
9
0
1
6
6
0
2
8
3

ズ
エ
　
　
一
1
　
3
エ
エ
ー
1
2
2

2
5
2
0
0
9
1
0
0
8
5
7
0
5
0
9

1
ー
エ
3
1
2
エ
3
3
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ア
｛
2
一
の
0
7
｛



まま

留主

．as

蟹るで

満員

漫画

乗場

増置

　
り
　
返
方

二
見
二
二

〔語〕

〔見返〕

【ミ）

見込み〔見込〕

ミサ

水

みずから〔自ら〕

店

みそ〔ミソ〕

道〔捻，路〕

見とおし〔見，通し〕

みな幅理》

南

未亡人

未満

耳

未醤

未了

民間

民主

民衆

民生

・鑛〕〔羅〕

124

工4

工3

14

zo

32

エ4

エ9

0
7
6
2
3
5
5
2
0
0
5
6
9
0
4
7
3
1
2
9
2
3
3

2
7
2
7
4
ユ
2
5
2
1
6
7
1
1
2
1
1
1
1
6
0
工
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
耐

0
4
9
0
7
0
2
2

3
　
　

1
　
3
ア
｛
7
一

3
8
4
6
6
4
3
5
4
6
3
4
3
0
7
7
9
5
4
3
0
9
0

1
1
1
2
2
　
1
2
1
　
2
2
エ
ー
　

、
　
　
　
2
3
　
エ

蔑政

屍族

みんな

〔語〕

昔　tttt

向

向う

無親

矛贋

むしろ嘔卵

胸

むね〔旨〕

無理〔ムリ〕

無料

むろん〔無論〕

濤〔眼〕

明確

名聡

朋白

名誉

命倉

迷惑

メチbル

綿

面｛（形式㈲

免職

綿布

5・7

【ム】

【メ）
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〔諭

もう幅動

申入れ〔申入〕

申込み〔申込〕

申立て陣立〕

毛筆
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髭酌

目標
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ゆくえ〔行方〕
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〔語〕

面一

会う

合う

合う（問に～）

趨う

あおる

【ア】
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欄・・替鍛・i

27

28

12

ユ0

．68

14

あがる〔上る，揚る，挙る〕36

一あがる　　　　　　　　　43
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あげる〔上げる，揚げる，
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　　　　〔語〕

うける〔受ける〕

うけ一

・・うけとる

一うげる

動かす

動く

失う

うた5〔歌う，唱う〕

疑う

うつ〔打つ）

うち一

・・打ちきる

訴える

うつす〔移す〕

うつる〔移る〕

うながす〔促す〕
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生れる

生む
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　　　　〔語〕

劣る　　　　　　　　　　12

おどろく　〔驚く〕’　　　　24

三おぼえる〔覚える〕　　　　10

おもう　〔，思う，想5〕　　　425

患い一　　　　　　　　　23

管思い出す　　　　　　　工0

思える　　　　　　　　　1δ

泳ぐ　　　　　　　　　13

およぶ〔及ぶ）　　　　　　46

およぼす〔及ぼす〕　　　　13

降りる〔下りる〕　　　　　エ5

おる〔（て）回る〕（て～ジ　229

絡る．　　　　　　　　98

　　　　　　　　【カ）

解する　　　　　　　　10

買う　　　　　　　　　45

買い一　　　　　　　　　24

かえる〔帰る，還る，カエル〕　88

かえす〔返す〕　　　　　　24

悟返す　　　　　　　　　　48

一かえる　　　　　　　　　11

かえる〔変える〕　　　　　35

一かえるC－geえる，

　一替える〕　　　　　　28

かかげる〔掲げる〕　　　　　15

かかる　　　　　　　　　　61

一かかる　　　　　　　　　　15
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欠く　　　　　　　　　　H

書く　　　　　　　　　49

〔翻〕〔羅〕
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　　　　〔語〕　〔罎

一きれる　　　　　　　　17

　　　　　　　　【ク］

く　う　　〔laE；う〕　　　　　　　　　　　　　18

くい一　　　　　　　　　　27

eeくいとめる　　　　　　　　14

くださる［下さる〕（て～）27

組む　　　　　　　　　　17

ぐらべる〔比べる〕　　　　71

’くる〔來る〕　　　　　　143

くる〔來る〕（て～）　　　428

くり一　　　　　　　　　47

esくりかえす　　　　　　130

くれる〔呉れる〕（て～）　　93

加える　　　　　　　　　83
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一浴す　　　　　　　　　　12

けずる〔削る〕　　　　　　i4
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こえる〔越える，超える〕　29

講ずる　　　　　　　　　19

一こす〔一越す〕　　　　　24

こたえる〔答える〕　　　　71

異なる〔異る〕　　　　　　10

ことわる〔断る〕　　　　　13
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2．使用度数順による語彙表

ま　え　が　き

○　以下の表は，『使用度数順による語彙表のうち，度数100以上の374語を

　隈って示したものであるe3犠語の内わけは，

　　　　　無括用語　　　　　　　　　257語

　　　　　居：用譲　　　　　　　　　　68語（うち形容詞9）

　　　　　接　　辞　　　　　　　　49語

　となってhる。

○　とくに，度数300以上の7δ語については，使用度数の記事瑚による内

　分けを語ごとに示して：語V・た。

○　見出し語のうちで，とくに他の語とまぎらわしいものに対しては，その

　右側に（）をもって必要な註認をした。その註記の要領は，五十早牛の

　藷彙表の場合に準ずる。

○　備考欄は，さきに朝儀新聞東京本肚が発表した「熟語使用度数調査」

　（1％0．2）の結果と，吟同の調査の結果とを対照させたものである。す

　なわち，同院左棚の数字は，朝日の調査「第．一表の新聞熟語総合表」にお

　ける順位を，右側の（　）の中の数字は，今回の調盗における順位：（2字

　の漢宇によって構成される熟語に限って，通し番暑をつけた）を示す。た

　とえば，r18委貴」の備考欄にある「1（1）」は，この語が朝欝の調査

　でも，今回の調査でも，熟語（2字の漢字による）の第1位を占めること

　を示し，また「31会議」の問欄「エ0（4）」は，この語が朝臼においては

　第1．0位であるが，今翻の調査では第4位になることを，示すものである。

　なお，朝鷹の調査では1000位以下のため．．L記の表に記載されていないもの

　は，　「152　我々」の同欄「一（62）」のように「一」をもって，また，

　朝灘の調査で記載もれになっているものは，　r2幻　電車」の同欄「395ノ

　（90）」のように概当順位副題忙（「）をつけて，示すことにした。
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化｝コラム需
　　i　　　　　i

　　　備　考．．

稿1

窪
4
5
2
3
0
3
　
4
2
2
0
3
1
2
9
2
4
　
9
3
8
0
9
δ
9
2
9
0
　
9
1
0
9
6
6
4
4
　
　
　
　
4
3
1
　
2
　
　
3
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4
ユ
3
2
　
1
　
　
1
5
ユ
2
2
3
1
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
q
D
　
7
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
」
清
茜
ー
ー
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ヌ
ー
ー
－
幽
…
」
ー
ト
藝
ー
ト
ヌ
ー
…
．
－
…
塁
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
壬
7
9
2
2
δ
6
8
3
　
9
3
9
3
2
δ
1
3
7
7
4
3
1
　
7
9
2
4
8
9
3
3
7
0
9
7
9
3
9
7
2
　
1
6
1
0
0
5
3
　
　
　
1
7
田
4
4
　
9
7
5
2
7
7
3
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
9
　
一
∂
　
2
　
　
9
　
0
◎
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
2
　
　
1
　
王
　
1
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
」
…
．
一
t
一
．
」
一
．
、
…
［
一
彊
…
．
遣
ヒ
旨
∈
チ
轟
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
隻
．
馬
．
．
ヒ
ー
－
一
．
引
．
．
，
，
．
、
．
．
一
≡
…
当
弓
－
…
獅
毅
窺
機
覆
機
雛
熾
繋
駕
鈴
澱
潔
離
調
・
、
認
銘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
…
　
巴
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
9
　
δ
2
2
5
3
2
　
1
　
9
9
8
7
5
蔓
4
0
1
　
5
1
7
6
　
8
2
5
4
3
8
5
9
3
3
加
配
6
0
甜
5
9
認
5
3
齪
開
脚
製
艦
翌
測
器
鈴
3
9
鈴
3
8
3
7
3
7
3
7
3
7
同
盟
肪
鈴
3
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
ー
ー
ー
ヒ
．
鐸
一
I
i
、
1
－
－
一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
一
■
二
．
1
1
1
1
i
　
　
　
　
　
華
…
…
ー
ー
ー
…
、
ー
ー
、
．
：
1
1
一
轟
．
～
一
！
．
i
‘
．
t
一
…
）
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）
　
　
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
）
的
　
尾
　
　
　
　
　
尾
尾
　
　
～
　
尾
．
頭
尾
　
　
　
　
　
尾
　
　
尾
倣
接
　
　
　
擦
畢
　
て
擾
接
接
　
　
　
　
搬
　
接
（
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
（
い
れ
　
　
ト
い
　
　
済
　
た
　
　
　
　
く
働
る
う
　
　
後
　
　
　
　
倉
表
　
　
係
　
　
る
　
　
け
定
　
　
　
し
会
画
局
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
よ
な
ぞ
党
ス
な
次
」
経
ヒ
3
溌
舞
ゆ
醐
労
ζ
愚
盤
ヰ
碕
…
長
…
組
酒
代
毛
今
関
卜
懸
暑
で
i
勝
審
決
ヒ
真
壁
大
鐘
声
三
門

壬
5
6
7
8
9
0
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
　
1
2
3
4
5
6
　
　
　
　
　
　
　
4
4
4
4
4
4
4
鹿
4
5
　
5
5
5
5
5
5
5
5
δ
6
3
　
3
　
3
　
　
3
　
0
0
　
3
　
4
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
6
　
曲
り
　
6
　
　
6
　
　
6

’



8，1

順位

7
8
9
0
1
2
3
4
5

6
6
6
7
7
7
7
7
7

爾
籔
．

使
総
度

用
、
肝

魂
．
日

語 諒事溺硬嗣縫数
政黒瀬舷イψ、利寄稿

嫉　i・・133・i・・11・・8

学生　　、i　29　1318i　6δ　’・1

約（接頭）｝・・i3・81・9、28

1；灘綴1国墓

64

150

13

52

工31

39

72

109

0
9
1
1
δ
4
6
8
エ

エ
エ
　

2
エ
ー
2

51　9
76　1・　7

391　18

6“　50

ei，1　8

41　f　ll
’16　工0

171　22
5i　一一一，

備考

§

122（15）
　

illl（16）

；126（17）　　　　　　㌫

i11（18）

｝
1
泣4（エ9）

1

顯位 語 使用日数　　　使用慶数 備考

n
D
7
8
9
0

7
・
7
・
7
・
7
．
8

1
1
2
3
荏
5
6
7
8
9
0

8
8
8
8
8
8
8
8
8
S

1
2
3
4
一

q
り
9
9
9
V

　
　
の

　
　
幅

っ
理
づ
対
在

持
整
ど
反
撃

会
蔑
　

金
鐵
治
　

要
含
揚

國
國
他
時
圏
政
私
必
場
引

　
　
　
重

　
、
・
）
必
、

　
　
尾
的

　
　
　
式

　
　
接
形

　
　
（
　
（

る
策
　
る

え
考
政
所
す

0
0
0
0
0

3
3
3
3
3
8
0
0
0
7
9
0
0
9
3

2
3
3
3
2
2
3
3
2
2

0
8
0
0

n
σ
2
3
0
0

298

297

294

291

288

287

286

280

277

276

2ア4

271

270

268

268

266

265

265

26壬

60　（20）

48　（21）

13　（22）

43　（23）

27　（2a）

53　（25）

一一@（26）

33　’ i27）

42　（28）．

35　（29）

129　（30）．

47　（31）



82

順位 語

95

96

97

’　98

99

100

　
　
頭
顕
撲
接

（
　
（
、
　
　
國
箏
果
に

　
　
　
　
　
ら
「

お
沓
全
翻
結
さ

lel　化　（接尾）

ユ02　盛塩
ユ03　　　　局　　　　　（接　　罷）

104入（接尾）
105　出す
ユG6　関する　．

107　特約
工08　労組
ユ09　教育

ユ10　でる

lll

．112

ユ13

1i4

115

ユ16

1エ7

エ18

エ19

120

121

122

123

エ24

ユ2δ

なお（擾〉

部　（接尾）．、

企、業

入る
・点　　　（影回的）．

．協定

今後
ごろ（接尾）

お，る（て～）

語る

際
出
薦
る
義

國
楡
魚
取
主

使翔日数　 使用度数 備考

’　30

30

－eO

27

．mn

r90

2・　62

一　261

261

L）58

2．g4

20’4

．30　253
30　i　244
．09　251
29　20“’1
30　S，48
30　’　246
30　．“．M3

30　243
28　240
SO　239　＋

0
0
9
0
0
9
0
0
0
0

3
3
2
3
3
2
3
3
3
3

30

27

30

00O

28　・

237

237

236

235

23工

230

－9，29

229

229

228

：）28

2．9．8

227

225

223

49　（32）

181　（33）

26　（34）

105　（35）

一　（36）．

85　（37）

20一　（38）

112　（39）

160　（40）

71　（“）

130　（42）

91　（43）

70　（4“）

87　（45）　’

‘



1順位 語

126

127

128

129

13e

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

3
3
3
3
3
3
3
3
3
4

1
1
1
1
1
王
工
－
噌
↓
－1
2
3
4
5
6
ア
8
9
0

4
4
4
4
邊
4
4
農
4
5

1
1
1
1
ー
エ
エ
工
工
－
15i

工52

153

工54

工55

156

15色

あいだ

要求
以上
院　（接尾）
ほ　か（形式的）

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
、
的

　
　
　
　
　
　
式

　
　
　
　
　
　
形

　
　
　
　
　
　
（

部
業
　
淺
官
動
ち
主
活
者

支
薩
時
生
長
押
う
民
生
記

　
　
　
　
　
　

　
ラ

　
　
　
鋤
尾
尾
、

　
　
　
形
　
接
接

　
　
　
く
　
　
　
く
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
体
策
り
触
　
　
き
見
政

　
　
　
お

坂
閣
対
と
三
隅
導
引
意
行

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
尾
的
．

　
　
　
　
　
式

　
　
　
　
接
形

　
　
　
　
（
　
（

学
掌
る
る
　
か
針

　
　
　
け

夫
我
得
受
後
な
方

e

使用日数　　使用慶数

0
0
0
7
9

3
3
3
2
2
8
0
0
0
9
0
0
0
8
6

2
3
3
3
2
3
3
3
2
2

29

29　’

28

so

30

29

28

30

30

30，

29

29

30

0n

so　・

30

30

220

219

218　．

．9．18

213

213．

212

212

207

2e7
懸

203

202

2e2

202

201

2el

199

199

197’

196

196’

ユ95

195

195

194

194

192

19t　’

191

i91

190

190

83

備考

62　（asS）

45　（47）

39　（48）

，IQ6　（｛t9）・

30　（se）．

6エ（51）

34．　（52）

エ8（δ3）

57　（54）

166　（55）t

工≦｝6ニヒ（56）

65　（57）

19　（58）．

73　（59）・

93　（60）．，

59　（61）．

一r一　（62）・　’

58　（63）i



84

順位

158

169

160

1
2
3
4
δ
6
7
8
9
0

6
6
6
6
6
6
6
6
6
7

1
1
呈
1
ー
エ
ユ
ユ
ー
ユ171　，
ユ72

173

174

175

176

ユ77

178

179

ユ80

18i

182

ユ83

184

王85

ユ86

187

ユ88

暫

語 使用麟数

　
　
）

　
　
～

　
　
て

　
　
（

査
だ
く

調
ま
存

軍　　（接　尾）

不　　（接頭）

わ　　け（形式的）’

事　件

交渉
最近
ともに

申　央

町　　（接　羅）

ない（体雪一）

整

出來る（体書～）

みとめる

機　関

援　助

聞　（接尾一峯間的の意）

金　　（接尾）

費　　（接尾）．

すでに

特　電

再　　（接頭）

　
　
　
〉
、
　
）

　
　
　
的
　
尾

　
　
　
隊
接

　
　
　
（
　
　
　
（

相
聞
年
ど
度
　
る
る

　
　
　
　
　
　
め

首
漸
昨
ほ
態
團
き
や

9
0
0

9
配
3
3

0
0
0
0
0
0
0
9
9
0

3
3
3
3
3
3
3
2
2
3

0
0
7
6
0
8
7
0
0
0

3
3
2
2
3
2
2
3
3
3

6
6
0
0
9
8
0
9

2
2
3
3
2
2
3
2

使用慶数

190

エ88

187

6
6
6
5
4
4
4
4
3
2

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
0
0
9
9
8
8
8
7
6

8
8
8
7
7
7
7
7
7
7

王
ー
ユ
ー
1
1
1
1
1
1

エ76

176

175

175

175

175

170”

175

備考

12　（64）

　8　（65）

88　（66）

102　（67）

r，4　（68）

69　（69）

90　（70）

一　（71）

104　（7L，）

80（73ン

ー93　（74）

92　（75）



順位

189

190

王91

192

193

194

ユ95

ユ96

ユ97

198’

199

－2eo

・2el

・202

・203

・204

2e5

－206

207

208

－209

210

．211

・212

2ユ3

－214

215

－216

217

・218

219

：220

語 旧庵引数

し　
・
カ
い
ら
蔚
睨

　
　
　
　
動
、
局

　
　
　
　
接
接
　
　
動

　
　
　
　
く
　
く
　
　
　
　
　
　
　

く

　
　
議
す
ち
ん
　
行
謡
う

入
前
協
出
た
さ
何
銀
一
そ

　
　
　
ラ
　
セ
　

　
　
　
尾
尾
．

　
　
　
接
接

　
　
　
く
　
く

に
由
る
　
　
い
校
施
士
旧

く
　
　

く
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
サ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

と
自
つ
庁
制
ち
学
実
博
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾

費
い
部
定
加
算
分
む
旧

習
多
盤
一
苧
参
予
処
、
～
間

0
り
0
2
328
30

28

，90

27

27・

29

25

28

．90

9
9
9
9
7
0
5
9
9
0

2
2
2
2
2
3
2
2
2
3

8
0
0
0
0
7
3
3
0
8

2
3
3
3
3
2
2
2
3
2

使用度数

王74

エ73

173

172

王72

172

171

170

170

170

169

168

6
5
3
3
2
1
1
0
0
9

6
6
6
6
6
6
6
6
6
5

1
ー
エ
丁
丁
エ
ー
i
一
工ユ58
158

157

エδ7

157

156

155

工55

王55

154

S5

備考

56　（76）

162（ア7）

44　（78）

86　（79）

24　（80）

76　（81）

489　（82）

エ7（83）

83　（84）

ttL）　（85）・

l18　（86）

2E　（87）

398　（88）



86

順位　　　語

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

3
3
3
3
3
3
3
3
3
4

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

畢工

242

243

244

245

246

247

248

249

250

　
　
　
　
　
　
尉

　
　
　
　
　
　
酸

な
会
誌
湘
業
部
　
す
ど
布

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
・

大
忌
漏
出
失
本
権
示
こ
工

ヘ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鋤
　
　
～

彰
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

つ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

（
　
　
　
　
　
る
（

二
二
開
一
二
鵬
。
挙
理

方
金
櫨
再
わ
あ
お
く
選
管

改正
市　（撲尾）

線　（接尾）

きく
おいて（に　～）

fi．iる

宮　（接尾）

情i勢
面

外國

251　性　（接尾）

使用臼数　　　　使用度数

8
7
8
4
6
8
9
0
0
8

2
2
2
2
2
2
2
3
3
2

8
4
0
9
9
9
0
8
5
7

2
2
3
2
2
2
3
2
2
2

26

Q9

R0

R0

Q9

Q8

Q8

A
烈
2
9
、
2
8
28．．

2
2
1
0
9
8
8
7
7
ア

5
δ
5
5
4
4
4
4
4
蔓

1
1
1
1
1
1
1
一
工
－

47

S7

X
4
5
4
5
4
4
4
3
4
3
4
3
4
2

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　1

142

工42
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150（161）

376（162）

3e2（163）

エ61（164）

222（165）

67（166）

289（167）

283（168）

157（169）

670（i　’t　e）

170（171）

i84（172）

64（王73）

366（王74）

40壬（17δ）

344（ユ76）

324（177）

348（178）

ee「よい」と「いい」とを倉わせると282になる。なお「よい」の形式的用法

は，92，　「いい」‘ま46，禽わせて138となっている。
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蛤

1．日　と　用　語

a．．諮種のふえ：方

　30欝間の新聞を構塗追って読んでいく時，毎日どれだ1ナ語の種類が新しく

加わるかを，無活用語と，動詞について示すのがi次の図1である。

　すなわち，この図は，撫活用語も動詞も，研が立つにつれて，新しV・種類

の加一方力軟鋤砂な鎌・てゆくことを示して嫡・い棟の折線にも

定期的に四つの著しい峯があるが，それは認ぺ・・nyジ発行の1三1である。　（調査

当臨普通は1口2ページで・週i回択一ジ立ての伺があっk．。）動諄司と

無活用語とを比較すると，鋤詞は絶対数で少ない上，語の種類の加わり方が

無活用語の揚合より少ないことも，この図でわかる。

図1
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　形黍詞については，語種の数が少なV、ので，この表には書き入れなかった

が，やは1大体は月の初めから月の絡1フに向って次第に減じてゆくとV・って

よい。すなわち，4贋ある4ぺP・ジのElに新たに力iわった語の数は，それぞ

れ艶，／6，1．1，13であPl，そのiiiで区切られた前後5群の1ヨのそれぞれの

牛均は，20，7．3，．6．2，5，5．2である。

　また，この表は，6月ユLflから3帽までHを追って調べた結果であるがン

おそらくこのふえ方は，30相聞の毎Hを任意の順にならべた場合でも，大休

心檬なものと考えてよbのではあるまいか。それは度tw　1の語が毎日著疋ノい

かたよりなしに現われることからも考えられる。（度i数］、の無論話語のlilJ，現は

毎｝ヨ事由玉3壬．5語，最高175語，最低分2語，変動係数葡％，ただし4ペーージの

口を除く。）

b．　出現臼数と語数

　3日以内しか現われなかっだ語駅28難以上覗われた毒1は，どれほどの種類

になるか，というような，1嬉現HtWSllの語種の分布を示すのが次の図2の実

線である。出現li数を3iilごとに区分し（級問隔3欝），　無活用語・動調，

形容詞の三種類についてそれぞれ，その聞の雌鳥1三1数をもつ語種：の数が合計

してある。ただし，形容詞は実数が少ないので，10倍の値で示してある。

　これで見るとシ出現鷺数の変化に俘う語数の変化の傾向は，無活用1語も動

斎薄志容詞も，大品似たようなものとbえよう。多少くわしく見れば，無浩用

語では全体：に比して，　3欝以内の語の占める；疑合が，動議1の場合よpt　2く，

動詞では全体に比して，2S碍以上の語の占める魚塩が，無活用語の！縞合よJt

も多V・。

　な為この図に点線で結んで示すのは，各級に属する語の李均の出現度数

（すなわち，この図の実線で示す各級の語数で，園3に示す各級の度数を割

った値。）　出貌日数が多くなるにつれて，出現度数が：多くなるのは一般の傾
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　　　　出至髄Se

向で魏が戸｝鱈動詞は，特に黛8日以上出現するものの｛・槻度数力炉詳均

値に紳ても他に対す礁恰からい・ても下記語の揚合砒して著し

く多V、ことが認められる。　　　　　　　　　　　　．

なお，ここでは設明のため，rl槻弓」咄現度数」という竃湖知た

が，これらは，ILLの揚所醐いている「使融魏硬減摩と金桐じ

ものを指す。

c．　出現H数と使溺度数

：y’〈・）図3は，無灘瓢動詞，ヲ1熔詞のそれぞれを・襯磁を1・に区分

　　　　　　　　　　　　　　N
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　　　　　　　　　　　　　　　　セ
し（級間陥3則），　三級に：属する語の使用度数の総禰の分布を示したもので

あるっ

　最：もま二に示す折線は，無燐用語，動詞，形容詞の合計であるが，1ん31EI

間，4～6川間現われた語の度数，25～貯臼間，28～3上間現われた語の度

数が，その巾聞の級に属する語の度数よJlも：多く，しかも28　H以上現われた

語の使用度数の総和は，回しく多いことを承している。形容詞は全体に語数

も度数も少ないので，その折線は他に比べて不規鵬であるが，出現謎数3欝

　　・図3　　　　　　　　　　・

s＃figoi

3臨0

20〔陶

Ieeeo

5Cue

2［MX］

leco

艶0

3co

梗2fio

丁

数m

篤

i

’
声

『
／

　陰

D轍・
　　　　ノ／一

ノ

一一｝㎜一｝　一」 曹　｝

、

勤㌶　、

嘩

♂

万薄謡

傷

L　…

　1～3　　4一る

、選1見日数

tl一・g　iCulg　13一・ls　16一一ie　1｛s一・21　Z2Nt2a　2gM27　．28一・f30



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　97

以内の語と25日以上の｝lllが度数の多いのは，全依の傾向に従っており，／9μ

から2蜂iにわたって1：El　ii　Iしするものが特に二二いの力蓮1立っている。動詞につ

いては，£8｝三i以上のものの度数と27凹以下のものの度数との差が，無活用語　　・

や形容詞の場合よ）1もはなはだしV・。これは図2の示す傾向とともに，動詞

では，基本的なものとして，ある限られた数の語が，比｝ii交的に取り出しやす

いことを，予想させるものである。

2．記事別と規語

　新聞の記；事は｝ヨ常の1匪余活動のあらゆる部面から取材されている関係上，

萩聞の用語とぴと口にいっても，それの性格は，必ずしも輩…激ものではな

い。たとえば，2ページ発行の新聞の場合，その一爾とJl二晦とでは，相当にち

がった性格のことばが用いられてhることは，　r朝臼の熱語調査」の結渠を

見ても明らかであるが，さらに，お癒じ一一面の中でも，政経記事と，渉外記

事，劇論等の間には，そUt’ p語の種類またはその使用度数の凝合掌にかなり

のちがいが予想される。したがって薪聞を語彙調査の画料にする場合，その

記醸別との関係を考慮の外におくことはできなV・。

　ます：，一か月閥の新聞を通じて‘D各記事の量を，語の総使用度i数によって

示すと，次の通口である。

（記事の種類）（総使用度数）（百分比）　　　　　　　　　　図4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総使用度数の記蘂男曝∫分比
政　　経　　　　　　6，7802　　　　　29

渉外
事　件
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　この数宇は，4ページ発行孟臼分を含めてのものであるが，大体各記事の

割合を示すと考えられる。この垂：休の翻合を，度i数100以上の無活日勤（257

語）と度数1の無酬痛（蛎曜Dとにおけるそれぞれの調捌分布の丁合

と比較してみよう。　（ここに度数憩9以上また変数1というのは，調盗対象

である3（旧間の新開に，崩後10咽以上現われたこと，また葡後1園しか現

われなかったことをいう。）それぞれにおける記事鍔！1分布の百分比を折線で

示すと，次のと．％一　Pl　”（SXある。図5は度数1｛，0以上の場合，図6は度数1の場

介であって，比較のため両方に繊線で示したものは，図4に示し）セ30日間の

総使用度数の記事出費：tnN比の折線である。

　この両法を比較するとシその特色がよくわかる。すなわち，度数1の語は

度数100以上の語にくらべてll致経記事や渉外記事に毒V・ては使われ方が少

なく，事件，コラム，玉稿，：文化等の密事におや、て多い。特に寄看着における

度i数1の語の使われ方は著1〆い。このことは，霜取，渉外記事の大きな部分

は，より基本的な月1語でまかたわれ，寄稿は，比較的に用1語の種類に富むと

いうことを一般的にV・う可能性を示すと思う。

　ただ，それぞれの記事ごとに用いられた語の種類の総数については，集計

してないので，それらと度数1の語の数との比を示すことができないが，そ

　　　　　　　　図5　　　　　　　　　　　　図6
度数100，以上の語の記事励使用度数の劉分地　　　縫数ヱの語の記；事溺街分比

x
s

　x
　x

it×．

1　Nxx一一一．一u．／

1・l
K　l
・／卜
、　　　　　　　＼
、　　　　　　鑑　　　　1

　＼1　　　の　ロ　　　　　　

　　　　　　、＼1

政　　渉　　事　　⊇　　寄　　支政　　渉　　＄　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄　　文

経　外　　件　鼠　稿　化鐸　ク9　件　嵐　稿　化
　　　点線は，30臼闘の総繋駕縫数の記；密刷百分比（図4に模すもの）
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れそれの記；事に用V・られた語の総使用度数と，度数100以上の語，わよび度

i数／の語の使用度数は，それぞれ次の通抄である。

（記t’9別）…政副渉タ日贈卜t・ラ・寄稿文化
　　　　　　Il’
（総使膿数）椙器ll）

度数100以上i
　　　　　　ミ
噸の鯉難

2，　0831

（30．　7）

5，　0134

（2eo．　e）

4，　9580

（エ00．0）

2，　5414　．

（エOO・のi

　　　1、，ジ畢87．
2，　（S501

（エ0α叫（エOO・・O）

ユ灘）1灘）1（627624．　6）i（欝）1（鵬

度数1の語の
使！二fj度数

閲6231527
（0．9）　1　（Lエ）

IQ｛！．1　．g6｛／
　　　　（2．　6）　i（2・ユ）i

995　i　700
（3．8）　i　（3．t，）〉

　　　（　）の中は，その記；婁における総使用度数に対するそれぞれの使用度数の

　　三分比である。

　つぎに…・々の語の，旧事励によるかたよPl：方につV、て触れる。すなわち3｛｝

測謂の新聞に用いられた語の中には，政経詑譲に主として現われるもの，ほ

とんど渉外二野にのみ用いられるものというように，ある特定の寵事砺にか

たよって現われる語もあり，また登紙面を通じ，どんな記事にもまんべんな

く侠用される語もある。このことは，1誼娼の使用度数順による語彙表のうち

第75位までの語の，二二別使用度数の内分［・’tを箆れば，大休の傾向はii）；一llられ

よう。このような，個々の語の認三三によるかたよptを槍討するために，度数

1ρ0以上の無活用語について，政経，渉外，事件，文化，コラム，寄稿の六種

の記穣における叡対度数（それぞれの記事における，すべての語の使用度数

の総和に対する，ある一つの語の使用度数の比）を比較したが，その出門，

特に顯著な傾向を示したものにつVbて，以下に例を挙げる。ここには，相対

度数の位を一々揚げることを省略するが，それぞれ語の使用度数順位を（　）

の中に示したから，前楊の使用度数順による語彙表を適宜参照されたい。）

　ます，一一衝の政経記事に比較k勺かたよって現われた語としては，

　　組合（52），関係（55），決定（6〔｝）；地方（72），整理（77），

　　費金（84），圏割（85），闘争（98），企業（エ13），今後（質7），

　　洞旨；1琴　（1．32），　孟正三漆（134），　ヌ寸策　（143），　そ『ア政　（／5（」），　方塗ナ　（コ57），
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等が数えられる。ただし，これらのうち，「整理，資金，醐争・」の三語以外は，

V・すれの諮も政経以外の1記事｝では杢く現われなV・というほどの呼野な傾向を

示してはいない。　野幌理」などという語は，われわれの日？；㌻生活では普通に

使われるものと患われるのに，かく政経詑讃にかたよってしまったのは，新

11冠においては主として「行政整理」や「人員i整理」の意昧で，用V・られたた

めである。

　渉外記毒に特にかた9：って用いられた語にはう

　　発　　（26），　会議（31）3　経済（如），　代表（53），

　　多§表　（　67　），　　　貿易　（　69　），　　タトイ・1／1（　75　），　　弓寺奉勺　（コ07），

　　協定（116），　援助（174），　特噛（1ゲ9），　講和（224），

　　クト筐蜀　（260），　　　ヌ寸日　 （206二み　　　套餐徐蓬　（259），　　　　　　　　　　　　　　　’

などがある。

　「発」は「Uンドン発」とか「パリ五録発」とか用いられるもので，これ

が外電記事の多いこの爾に非常に多く用いら穿しることは当然である。「会議，

代表，外相」等がここに集「｝1して用いられたのはう当時たまたまパリで四国

外相会議が聞かれたことによる。　（もっとも「会議」は碧荘1の熟語使堀度数

調査を見ても，一・年間を麺じて非常に多く用いられてV・る。）　なお，これら

の語はV、すれも，渉外記；事にお・ける使粥回数が他の記事にお・ける使用度数を

圧倒的にひき離してV・るという注意すべき現象を示している。たとえば「外

側」は総使屠度数3⑪2のうち283，　「特約」は243のうち獅7，　「協定」は

230のうち189，「特電」は177のう．ちコ66というように：，V・すれも80～90％

までが，渉外記審にのみ使南されているが，これほど切立ったかたよ）1　1［ll，

他の記聡の粥語においてはほとんど見られない。

　事件記事と：交化骨；事（これは耐＝会記事として一一括しても考えられる）は，

第1二面のほとんど銭轡を占め，｝荘1変動してゆくあらゆる事件に取材するた

めか，こ’Cに特にかたよって多く習いられる語はあまり畔菅らす，わすかに



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コOl，

　　午後（4，9），　嗣　（50），　大会（63），

　　ぴBあ｝　（　90　），　　　ノ「倉行　（コ．23），　　・3セ熟瑠　（131．），

等が目立つ程度である。このうち・　「午後，午前，1．iii（｝司船長，同大会など

と用いられる接頭辞的用法）」　の三語は，おそらくこの記；事には常に現われ

る語であろうが，　「引揚」　r：支部」等の語はうたま1た．まこの月間におこった

事件（ソ連からの引揚再開や国電その他のスト）に関閉して特に多く現われ

たものであろう。また「大会」は，朝日のi熱語調秀を見てもイ1三欄を通じて肚

会面に多く用いられてthることが知られる。

　コラムすなわち刷：論，天声人語，膏鉛筆の欄におい甲Cは，あらゆる階1題が

取り上げられるためか，この欄特有の語というべきものは見当らない。ただ

「そのゴ（12）の一一語は，比較的これにかたよる傾向をもってV・るようで

ある。

　寄稿の欄においても，頭立つ傾向を示す語はほとんど見当らない。ただ，

代名詞の「私」（総使溺度数£胃、のうちこの欄に1，19），敬語の接頭辞「お」

（総使用度数£6皇のうちこの欄に1．45）の二例が比較的顯著1な傾巨勺を示すも

のである。　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簸

　上のほか，二つもしくは三つの記事にだけかたよって現われ，’その他の記

事にはぼとんど現われないという傾向を示す語もあるが，一々削げなV・。

　最後に，記事に：よるかたよptのない語につV・て冤れば，ヒ非常に度数の多く

用v・られる

　　こと（4），　もの（7），　この（8），　これ（11．），

　　ようα3）

などの語は，さすがにどの記事にも多く用いられて聴P，そのほかにも，

　　また　（　41．），　　イ也　　　（83　），　　　以」＝　（1三～8），　　藻動　（王36），

　　うちσ37），　会剰：（］4i7s　），

等の語は，それぞれの記講における相対度数がきわめて近似しており，すべ
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ての記楽に弔均して現われるものといえる。

　以上は，ある特定新聞の，しかも！か月聞という，きわめて限られた資料

についての姦直にすぎないが，新聞の用語を調幽するに際して，その詑事の

種類を考慮に入れる必要があることを示すものと恩う。

3．用語の山詞溺

　30H間の詑；事には約1万4千あまyの箪語が用いられているが，次に掲げ

る表は，その贔詞別の分布を示すものである。　（ここでは，閥イ∫名詞，i数詞

および接尾語を含めない。）

　品詞分類の方法は，大壁r中等文法」に従っているが，それと異なる取扱

いをした点も少なくない。たとえば，いわゆる形容動詞　（rあきらかに，親

切な」等）の語幹と，サ変の複合動詞　（「あいさつする，努力する」等）の

語幹は名講として無活難語のうちに数え，また謝助詞といわれる「だけ，な

ど～まで」等の語，助勧諦といわれる「よう（だ），そう（だ），ごと（き），」

等の語も，便裳上、形式名詞として無活用語の中に数えたJ（これらの細臼

につbては踏　「調査の概要」　「2調イ泥輩位の切りとり：方」の項参照。）

　ひと口に用語の品詞別6｝布といっても，使用度数の多い語群と，使用度数

の少ない語群とでは頻当分布メ駿況を異にするので，つぎのように船群に分け

て表示する。この分け方は全く，便宜的なものにすぎないが，これによって

大休の傾向はうかがうことがで選よう。

　全体の語の種類の80％は，名詞であって（岡有名詞，数詞等を加えれば更

にこの割合は大きくなる），動詞，形容詞は，合博）せてもわすか16％にすぎ

なv・，

　名詞のr！lでは，やはり漢語が£痘倒的に多く，窮月披：数の多い語群でも少い諮

群でも，つねに全体の50～60％を占めている。矛li語名詞は全体のコ．8％を占め

ているものの，その使用度はきわめて低レ・というべきで，その90％近くまでの
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語は，どれもiて岡以下しか用いられておらす，かつ和語名詞の牛数は，3帽聡

を通じてゴ．圏しか現われていないありさまである。また100回以上現われた

瀦語名詞はr次，組合，今，臨入，手，はじめ，のち，朝，国，話，旨」

等の£｛》語（度数1〔）0以一ヒの語の6％強）ほど見えるが，それらも多くは形式

的意昧をもつものとなっている。

　外來語は，全体を通じて，語種もそう多くはなV・し，その使用度もまたき

わめて低い。和請名詞と同様，その過牛i数は30臼間にユ．am　1．．か用いられてい

ない。使用度数の．1　OO以上の1手1にたまたま「スト」（使用度数51粉㊥ニー・語

が見えるが，この語が案外多いのは，この封に国篭や学生のストの問題がや

かましかったためと思われる。

　代名詞としては「これ，それ」のJ’：＝語が特に多く用いられ，三体詞の「こ

の，その」とよく懇じている。副詞でも「どう，そう，こう」が多く摺V・ら

れて，コソアド系のことばの優勢を示してV、るが，接続詞と同様の機能をも

つfそれで，そのう9u　llの類は，「それ」「その」「うえ」のように切って

あるので，ここには接続詞としては勘てこなV、。

　次に貝立つものは，形式名詞とよぼれるべきもの（いわゆる翻助詞等もふ

くめて）の類である8全依として，語樋は37にすぎないが，使用度i数は非常

に多く，その過傘数が100同以上用いられてお9，特に度数300以上の7δ語

の中に，「こと，もの，よう（だ），など，ため，まで，だけ，ところ」の8

語がはV・っている。この種：の語は記：慕の性質に：よって左右されることもない

ので，H常の最も基本的な用語とよんで差支えないものであろう。

　なお，承：ヒ設：については，用語の品詞別が，30田間ほぼ一定の翻合を保って

いることを，年報一1の100ペー・ジに示してある。
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